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　　　　　　　　　　　　　　　　　要約
　本砺究は今年度を含め6報にわたって，育児における父親，夫，男性の基本的な役割に関して検討を行っ

てきた。その最終報告である。今回は，おもに①領域1ギ育児を含む父子関係達，∬ギ家族・夫婦の関係護，

班ヂ父親自身・男性性3及び全領域（32項鋤の合計点の得点レンジ，ネガティブ項目数の検討，②SCτ各領

域ごとの反応カテゴリ（頻度〉にみるポジティブ群の反応の特徴を検討した。さらに，SCTの反応特徴をネ

ガティブ群，ポジティブ群について，父親，母親姥較しながら分析し，それぞれの役割の意義について検討

した。また，われわれが平成5年から6年にかけて行った父子関係研究は今回の一連の珊究を補完，裏付づ

けるものであり有意義であった。6年問の総括としては，父（母〉親，夫（妻〉，男（女〉性性の基本的な役

割・機能を見いだすことができた。また，本SCTは臨床検査法として有駕なものであり，多方面での活駕が

期待される。今後，これまでの砺究を受けて，父親の育児不安について検討を重ねていく予定である。

キーワード：父親の役割，父性，男性性，自分の親との関係，夫婦関係，母親の役割，父親の育児不安

A Study on Paternal and Masculine Gender Role Vl
- Research on basic paternal-husband-masculine gender role 

and for the evolutional study of child-rearing anxiety of father -

Hisashi KAWAI, Akiko ANDO, Haruno TAKESHIMA, Momoko NAGAI, Junichi SHOJI, Takashi NAKAMURA, Yuka KODAMA,

Michiko TUTUMI, Kinya TUNETUGU, Yutaka WATANABE, Yasushi OOYABU, Kiyoto UMAOKA, Mayurni SUZUKI, Yukio 

HlRAOKA, Tomohisa SHIMA, Kayoko ITO, Tei YAMAOKA, Manri KIMURA, Hiroko YAMAUCHI, Kayoko KURIHARA

Abstract : This research has been examining the basic role of paternity, husband, and masculine gender in child-rearing 

for 6 years. It is the fmal report. In this report, we analyzed l) the total score ranges of field I (father and child relationsha'p, 

inciuding child-readng), fieid I ( famiiy/couple reiationship), field El(father himselfifmasculine gender), and total field 

(32items) and examined the number of negative items. 2) We defined the feature of the SCT responses in each fields of 

positive group based on the frequency of response category. Furthermore, we examiued the significance of paternal and 

matemal role, comparing the SCT responses between a negative and a positive group of fathers and mothers. in addition, 

a series of this study was supported by the father-child relation research that we carried out from 1 993 to 1994. As a 

result of 6-year-study, the basic role and ftinction of patemity (matemity), husband (wife), and masculine (feminine) gender 

were able to be found out. Moreover, this SCT is useful as the clinical tes̃ and its practical use in many fields will be expected. Iil 

next year, research on child-rearing anxiety of father wĩ be eramined by evolving the outcome of 6-year-study. 

Keywords : paternal role, paternity, masculine gender role, relations with own parent, marital relation, maternal role,

child-rearing anxiety of father
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1、研究目的

　昨年度は，第一に，育児に関わると推測されるいくつ

かの要因に関して，パス解析による分析を行った。その

際の潜在変数として，①育児，②父（母）性，③自分の

親との関係，④自己像（男（女）性性を含む），⑤夫婦関

係をたて，パス解析を行った。その結果，父親も母親も

ほぽ同様の結果で，①父（母）性は育児に影響を及ぽし，

父（母）性は男（女）性性を含む自己像や夫婦関係から

の影響を受ける，②自分の親との関係は父（母）性を通

して間接的に育児に影響する，③夫婦関係もまた間接的

に育児に影響を与えていた。

　第二に，「子どもにとく）て私は」というSCTの回答から

テキストマイヌング，主成分分析，クラスタ分析の手法

を通して，親たちの認識している父（母）性の導出を試

みた。その結果，子どもにとって父親は，①「強く，楽

しい，しかし厳しいところもあり，全体的には信頼され

る」男性として存在すること，子どもにとって先ず男性

としての役割をとること，②「仲間，よき相談相手，理

解者であり，また頼りになり支える』役割をもっこと，

③子どもにとってかけがえのない存在であり，モデルと

もなり，そして関わり守ること，④父親は，母親に次ぐ

存在として認識されていることが見出された。

　一方，子どもにとって母親は，「安らぎ，安全，安心，

信頼，見守り，愛情で包み，大好きで優しく，かけがえ

のない，甘えられ，，丸ごと包み込む」という「安全性」

に関わる役割に集約された。ここに父親と母親の役割の

相違が明らかに認められた。

　今回の報告の主眼は，①領域Xから皿及び全領域の32

項目の合計点の得点レンジ，ネガティブ項目数の検討，

②SCT法によって得られる回答の質的な分析を行うこと

である。そこから，父（母）親像，夫（妻）像，男（女）

性像，親子関係の抽出を目指すこととした。その結果に

よって，これまでの量的分析と重ね合わせての総括的な

考察と，今後，平成19年度以降の父親の育児不安研究へ

の足がかりとなる研究の方向性を見いだすことである。

　この課題に応えることが，小児に関わる保健・福祉に

貢献し，且っクローズアップされている子ども虐待，父

親の育児不安などの緊急且つ重要な臨床問題に有用な知

見とそのための現実的な支援・援助をもたらすものと考

える。そのためにこれらの研究知見に基づき，かつて我々

が検討してきた母親の育児不安の研究をもとにしながら

「父親の育児不安」の検討を行っていきたい。そして，

最終的に育児を中心としながら家庭における父親・夫の

役割を明らかにし，それに基づいた父親・夫支援を中心

にその臨床的適用のための実際的な方途を提起したい。

1．調査方法

n．研究方法

　従前より報告しているようにF・SCTならびに，それの

妻版にあたるM・SCTを使用した。F・SCTは32項目であり，

5領域から構成されていて，その領域は，夏．育児を含む

父子関係（12項目），H。家族・夫婦関係（7項目），皿．

父親自身・男性性（9項目），W．父親自身の親子関係（2

項目），V，社会（友人・仕事）（2項目）である。また，

選択肢式質問項目は1．父親（夫）の役割，2，子どもと

の関わり・子育て，3．両親との関わり，4，両親の親と

してのあり方，5．大事にしたい生き方，6，夫，父親と

してのあり方，7，夫・父親役割（選択肢は10項目あり，

そのうちの2つまで選ぶ）である。

　主に東京，秋田，埼玉などの各地の幼稚園，保育所等

を通して配布し，回収した。回答する際にはとくに両親

が相談したり，見せ合うことなく単独に回答するように

求めた。

　配布数は正確にっかめないところもあるがおおむね回

収率は80％程度である。

2．調査対象者とその属性

　調査対象はおもに，幼稚園，保育所等に通所する児を

もつ親である。なお，今回分析の対象としたのは，年齢

が乳幼児を有する親であり，かっ，両親がペアで回収で

きたもの448組である。これは全体回収数の45．5％であ

る。ペア回収数が少ないが年齢対象外を全体から外すと

63．1％がペア数となる。

　対象者の属性は夫の平均年齢35，4歳（±5，7），妻33。1

歳（±4。6），子どもの平均数は1．7人，夫の平均週労働

時問50．7時間（±13．2），妻は33．2時間（±14，7），夫

の勤務形態は主にβ勤90．3％，妻の仕事では主婦が

60．9％，常勤21。3％，パート・アルバイト9．4％，自営

業3．6％，休職中2．2％などであった。夫の再婚者は5，6％，

妻は2，7％である。夫の両親ともに健在なのは73．8％，

妻は77．9％だった。ボランティアなどをしている夫は

13．1％，妻は10、6％であり，子どもたちの中で入院経験

がある家庭は34．2％，未熟児出生は9．3％，発達に遅れ

があるのは3．2％（ただし，夫の回答は2．7％）であった。

3．整理方法

　本報告に関わる分析方法にっいて簡単に述べたい。

（1）SCTの回答を分類し，それを3分類（肯定的回答

（＋），中立的回答（0），否定的回答（一））し，さらに

各領域ごとに，また，全体の得点の合計を求めた。ただ

し，領域IV，Vはそれぞれ2項目しかないため，得点の

範囲が最大＋2から最小一2までなので今回の分析の対

象からは外した。

（2）全体と各領域ごとに，得点順に並び替えを行い，

その中から下位，すなわち，否定的得点が高いものを抽

出した。

（3）全体とそれぞれの領域ごとの下位得点者のSCTの

回答を一覧にした。（おおむね一2点以下）
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（4）全体と各領域の得点の分布状況を父親と母親の比

較検討を行い，その特徴を分析した。これに加えて，SCT32

項目のネガティブな評価数の多い順に並び替え（全体〉，

その特徴を分析した。

（5）また，ポジティブ事例群のSCT反応をコード化し，

その反応の出現率を資料として提示した。この結果の読

み取りによってSCTのおおよその特徴を読み取る一助と

した。

（6）各回答者のSCTの回答における特徴を全体と領域

ごとの事例的な質的分析を行った。

（7）父親版の下位得点者と，その妻との関係をみるた

めに，その両者の比較検討を行った。

なお，事例の個人が同定できないように，SCT反応の本

質を損なわないよう配慮した上で，反応の一部省略，削

除，言い換えを行った。

　上記の結果の整理方法によりSCT法への回答がポジテ

ィブあるいは，ネガティブな回答を寄せる父親像の比較

や，父親と母親の相違を明らかにすることで，父親の育

児不安とそれにつながることがらの分析検討を行えると

考えた。

皿：．結果及び考察

1．得点のレンジ（範囲）の比較検討

　図1から3に父親版の，図4から6に母親版の領域1

から皿の得点分布をまとめた。

（1）領域1「育児を含む親子関係』12項目（図1と4）

　この領域は12項目あるので最大＋12から最小一12ま

でになるが，父親では最大＋12から最小一3，母親では

最大＋12から最小一5までであった。最大＋12は父親で

は6人（L3％），母親も同じであった。なお，負の得点

をとるのは父親が全体の5人（1，1％）で，母親の13人

（2。9％）を下回った。

　負の得点をとるのは父親の方が少ない。育児を含む親

子関係において母親の方がネガティブな傾向がやや強い

ことがわかる。日常的に子どもと深く関わる母親にとっ

ては当然のことといえる。

（2）領域E　r家族・夫婦関係」7項目（図2と5）

　この領域は7項弩あるので最大＋7から最小一7までに

なるが，父親では最大＋7から最小一3，母親では最大＋

7から最小一5までであった。最大＋7は父親では18人

（4．0％），母親は11人（2．5％）であった。なお，負の

得点をとるのは父親が14人（3。1％）で，母親の45人

（10，0％）を下回った。

　負の得点が母親の方が約3倍多いこと，最大得点も母

親の方が小さいことは留意すぺき問題である。

　妻側がみている「家族・夫婦関係」に関して夫側が鈍

い感度でみている，あるいは母親ほどに父親は「家族・

夫婦関係」に悩んでいない，妻の方が悩みが深く，その

幅が広いことを意味するものとして注目される。

（3）領域皿「父（母）親自身・男（女）性性」9項目

（図3と6）

　この領域は9項目あるので最大＋9から最小一9までに

なる。父親は最大＋9から最小一2，母親では最大＋8か

ら最小一8までであった。最大＋9は父親では3人（0，7％）

で母親と［司様の＋8以上でみると20人（4．5％），母親は

最大＋8が3人（0．7％）であった。なお，負の得点をと

るのは父親が10人（2，2％）で，母親の36人（4．0％）

を下回った。

　この領域では母親に最大＋9が一人もいなかったこと，

そして当然ながら，＋8以上でも母親側の方が少なく，

父親側の6分の1程度にとどまっていることである。ま

た，負の得点でも2倍弱多いことである。r父（母）親自

身・男（女）性性」において女性（母親・妻）はおそら

く自己肯定感の高い人が少ないこと，逆に，自己像が楼

小化されている人が多いことを示すものと推測される。

これは我が国の社会的なあり方，職場，家庭等における

女性のあり方を現しているように思われる。

（4）全体（図7と8）

　全体では32項目あるので最大＋32から最小一32まで

になる。父親は最大＋29から最小一6，母親では最大＋

30から最小一17までであった。最大＋29は父親では1

人（O．2％）で，母親は最大＋30が1人（0．2％）であっ

た。父親と同様の＋29以上でも＋29が0人なので頻度

（％）は変わらない。なお，負の得点をとるのは父親が

4人（0，9％）で，母親の14人（3．1％）を下回った。

　全体でも各領域の傾向をそのまま反映しており，負の

得点は母親の方が多く，約3倍に達する。また，この結

果をもたらすのは，母親の方が負の最大値において父親

の約3倍近いことに原因があるといえる。

　ところで，各領域，たとえば，領域1の父親は負の得

点を示すのは6人であったのが全体では4人に減ってい

る。この事情は，ほかの項鼠で正の得点を得ていれば，

相対的に負の得点が減少するためである。他方，母親は，

ほかの項目において正の得点を得て，負の得点を減らす

ことができない一群の人々がいることを示している。し

たがって，母親側の方がハイリスクな人々が多いと推測

できるのである。そのことは設定したSCT項目に対して

一貫してネガティブな回答を寄せるということであり，

このSCT項目を考えるならば，母親側に育児，子どもと

の関係，夫婦関係，家族関係，自分自身のことや女性性

において問題を抱えているということでもある。その背

景には，育児不安が母親の夫婦関係，母子関係，家族，

自分自身等の思いに多くの影響を与えていることを推測

させるものである。これに対して父親はある意味，母親

に比べて感度が鈍く，妻に多くの役割を求めているが故

に，育児不安などの問題をあまり抱えていないともいえ

るかもしれない。しかし，父親が，より育児や家庭生活

に参加していくとき，今後，母親と同様の傾向を示すこ

とも考えられる。
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　いずれにせよ，各領域，全体にわたってネガティブな

回答を重ねる対象者は少なく，全体的には健全な対象者

が多数を占めているといって良い。

2．SCτ32項目中に占めるネガティブ項目数

（1）父親　全体　表1

　表1に32項目中の反応においてネガティブ項目数の多

い順から並び替えた結果を示した。r全体一1」とは

SCT32項目中，ネガティブな回答の，「全体＋1」とはポ

ジティブな回答の，「全体0」とは中立的な回答の，それ

ぞれに判断された項目数のことである。なお，次節の表

2も同様である。

　サンプル番号151番は「一1」は12項目あるが，「＋1」

も11項目あり，相殺されて，合計点はr一娼にとどま

った。サンプル番号16番，79番は「一1」は10項目で，

「Ojは18項目，「＋1」が4項臼にとどまったために，

一6とネガティブ群の最高得点になった。また，サンプ

ル番号37番は，「一至」は10項目もあるが，「＋1」はそ

れを上回る15項目あったために合計点は＋5点であった。

このようにネガティブ項困が多くてもそれを相殺する，

あるいはそれを上回るポジティブ項目があるために，結

果的には問題なしとされる群があるということである。

臨床的には一つのSCT項目の回答の異様さの故に，なん

らかの心理臨床の対象となりうることを思えば，ネガテ

ィブ得点の多寡のみによって判断することは課題が残る。

また，一方では，多くのネガティブな回答を寄せていて

も，多くのポジティブ得点を得ることによって，心理的

にもバランスがとれている場合もあるだろうことにも注

意を払う必要があるといえる。さらに，ネガティブな得

点がある領域に偏在していないかどうかにも注意を払う

べきである。反応の内容を吟味していく必要性があり，

今後，我々が父親の育児不安を検討していく場合の留意

事項といえる。

（2）母親　全体　表2

　表2に示した母親においても個々の具体的な結果につ

いては触れないが父親と同様の知見が示された。

　なお，両群共に，相殺されるには概ね，「一1」の個数

が玉0ないし9まで待たなくてはならない事情が共通して

いることから，おそらくはここがカットオフポイントで

あり，SCT32項目中，ネガティブ項目が10以上ある場合

にはそのリスクは高くなると考えられる。

3．SCτ各領域ごとの反応カテゴリ（頻度）にみるポジ

ティブ群の反応の特徴

　表3にF・SCTの回答を記号化するための反応カテゴリ

表を示した。次に表4－1から表4－5に各領域に関する

ポジティブ群の主な反応とその頻度を記載した。こ．のポ

ジティブ群は図7から導き出したものであり，得点上位

から約5％の21名である。ポジティブ群の反応カテゴリ

の中から出現率の高い反応を分析することによってポジ

ティブ群の主な特徴を示すものとしてとらえると考えた。

この分析の目的は，ポジティブ群のSCT反応の特徴をみ

ていくことで，父性，親子関係，男性性等の質的な検討

を行うことができるのではないかと考えた。今回の分析

には含めなかったが対比してわかりやすくするための対

照例として，ネガティブ群（4名），最頻値群（15名）も

併せて掲載した。

　なお，各項目の頭の数字はSCTの項目番号で，それに

続く「」内はSCTの質問を示す。

（1）領域I　r育児を含む父子関係312項目

　②r子育ては」では，持論を展開38，1％，次いで，大

変だが楽しい28．6％であった。

　⑤「しつけ」では，教える・身につけさせる38，1％，

重要・大切23，8％だった。さらに14，3％の同率で厳しさと

愛情で，親の責任・お手本であった。

　⑥r子どもと私は」は，仲がよいと友達のようがそれ

ぞれ23．8％で並んだ。また3っの反応がM．3％の同率で

並び，コミュニケーションをとり理解，信頼関係，何で

も話し合える関係でありたい等であった。

　⑪「私にとって子どもは」は，宝物とかけがえのない

存在・守るが33．3％であった。次いで，大切19，0％，生き

がい14．3％だった。

　⑫「子どもが生まれてから」では，価値観・人生観

42。9％が4割を超え，次いで，充実した19．0％であった。

　⑭「子どもといると私は」は，安らぐ・和む・ほっと

する等66．7％と3分の2を占めた。次いで，自分の子ど

もの頃を思い出す14．3％だった。

　⑱「子どもにとって私は」は大切な存在（存在であり

たい・守りたい・支えたい）28，6％，次いで，必要不可欠

な宝物・頼りになる人等23，8％であった。必要な人であ

りたい14。3％だった。

　⑳「子どもは私を」は，頼りにしている・必要として

いる33，3％，次いで，父親として頼ってほしい23，8％だっ

た。さらに，大好き19，0％で，遊び相手14．3％だった。

　⑳「もしも子どもが」は，犠牲を払っても守る・相談

にのる57．1％が6割弱を占めた。次いで，いなければ全

く別の人生・っまらない人生14．3％だった。

　⑳「子どもがいうことをきかないと」は，いいきかす・

説明する・説き伏せる等47．6％，次いで，意味・原因を

考える・話し合う38，1％である。怒ったり，叱ったりと

いう一方的な意見は少なく，怒る・叱るは14。3％にとど

まった。

　⑳「子どもの気持ち」では，大切にしよく聞いて，理

解したい・くみ取りたい52，4％が半数を超え，次いで，

尊重したい28。6％，気持ちをよく考えて行動したい14．3％

であった。

　⑯「妻と子どもは」は，仲がよい・うまくいっている

57，1％，次いで，大切な宝物・財産等14．3％であった。
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　子育てやしつけの面では，自分の考えやその重要性，

厳しさと愛情の必要性，親としての責任が述べられた。

すなわち，しつけを含む子育ては大切なことであり，愛

情を持って厳しく，己の考えに沿って，というきちんと

した子どもへの対応という考え方が支配的であるといえ

る。

　子どもとの関係では，宝物，大切，生きがいであり，

子どもを持っことにより，価値観や人生観の変化を受け，

子どもと過ごすことは安らぎや和みを与え，子どもの存

在がきわめて人生における貴重な体験を与えていること

がわかった。また，子どもに万一のことがあれば守るあ

るいは相談する，子どもを保護するという男性性が背景

にあると思われる回答が寄せられた。

　子どもからみた父親は，頼りがいがあり，また，頼っ

てほしい，大切な，あるいは頼りがいのある存在であり

たいと願い，宝であってほしい，あるいは大好きな，遊

び相手である。これも子どもから保護してほしいと思わ

れたいということで父性や男性性の持つ保護機能を示唆

していると思われた。

　子どもの気持ちは大切にして子どもの思いを理解する

ことや尊重することにウエイトを置き，ひとりの人間と

して扱うもので，一方的な見方をしないところが特徴的

である。

　父親からみる妻子は仲がよいし，あるいは自分にとっ

て大切なものである。下記に述べる家族関係の良さの表

れでもある。

（2〉領域π「家族・夫婦関係』7項目

　⑳「私にとって家族は」では，大切・大事な存在・宝

物52，4％，次いで，生きるのになくてはならないもの・

支え，と生きがい・かけがえのないものが同率で19，0％

だった。

　④ヂ妻と私は」は，補完関係・親友・人生にパートナ

ー・共に生きる38．1％，変わらぬ関係・よい関係・助け

合い・仲良く33。3％だった。さらに，共通の価値観・共

通の趣味19，0％である。

　⑳「妻が病気になると」では，かばう・世話する・看

病・家事33．3％，心配・困る・大変・不安28．6％，普段の

大変さを知る・母親の存在をあらためて知る19．0％であ

った。

　⑳「性生活」は，大切なコミュニケーション・愛情表

現の一つ・お互いの理解等42．9％，次いで，大切・大事・

重要33．3％だった。

　⑫「妻とふたりでいると」は，安らぐ・楽しい・落ち

着く・ほっとする等38，1％，いつも子どものことを話す・

考える33．3％だった。

　⑰「私の居場所は」は，仕事場と家庭47．6％，家庭・

家族・家33，3％，自分のイス・たたみ一畳14．3％だった。

　⑳「家にいると」では，安らぐ・ほっとする・落ち着

く・安心等71．4％と高率であった。妻と子と一緒で幸せ・

コミュニケーションがたくさんとれる等14，3％だった。

　まず，家族関係は，大切・大事な存在であり，それは

生きる上で必要であり，生き甲斐，かけがえのないもの

としてとらえられている。それは上で述べた子どもの存

在がそうであると同様に，次の夫婦関係のあり方によっ

ても支えられていると考えられる。

　夫婦関係は，パートナーシップ，助け合う，よい関係

で，時には共通の価値観を有する仲間であるという認識

が支配的であった。このことは妻とともにいることは安

らぎや落ち着きを与えてくれもし，コミュニケーション

を図る場という認識の表れでもあろう。さらにいえば，

性生活もまた，お互いを理解し，コミュニケーションを

図る具体的な表現の仕方であることにより支えられても

いるのであろう。また，妻が病気になれば心配・不安で

もあるが，世話をし，家事を手伝い，妻の存在を再認識

させられる。

　自分の居場所は仕事場と家庭であるが，このポジティ

ブ群の父親たちは仕事場においても居場所を持ち得る，

いいかえると，充実した仕事を持っているということが

いえる。領域Vの仕事への認識からもうかがわれるが，

家庭面の充実は他方では仕事面の充実を支えている，あ

るいは，仕事面の充実が家庭面を支えるという相補性が

あるものと考えられる。

（3）領域皿：「父親自身・男性性」9項目

　①「子どもの頃，私は」は，活発・元気・やんちゃ・

いたずらっ子85，7％と非常に高率であった。

　③「将来，私は」は，自分が悠々と・ゆっくり安定し

て等28．6％，次いで，自分が人生楽しく・夢の実現等，

家族でゆっくり・楽しく等，家族を守る・幸せに，の3

っの反応がいずれも19．0％で同率であった。この項目は

回答が分散する傾向にあった。

　⑩「私はひとりでいると」は，夢を描く・想像する・

いろいろ考える等42．9％，次いで，愉快・楽しみ・幸せ

等23，8％だった。他方で，じっとしていられない・何し

ていいかわからないが14．3％みられた。

　⑨r私が感情的になるのは」では，プライドを傷つけ

られたとき・筋が通らない・理不尽等57．1％で半数を超

え，ないが14，3％であった。

　⑯「私は男として」は，家族を守る・支える・幸せに

等66．7％と3分の2を占め，残りの3分の1が責任感・

自立33，3％だった。

　⑳「困り果てたとき私は」では，妻と相談する33．3％，

次いで，もう一度原因を考える・再度試みる等23，8％，

そして，開き直る・忘れる等，友人・周りの人に相談す

る，自分ひとりで考える・解決する，の3つの反応がい

ずれも14．3％だった。

　⑳r死ぬときは」では，幸せだった・満足して・後悔

しない人生で等38．1％，家族に迷惑・不安を与えないよ

うに23，8％，苦しまず・痛くなく・ぽっくり等19．0％だっ
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た。さらに，家族に見守られて・自分が一番先に14．3％

だった

　⑲「思いどおりにいかないと」では，原因追求・別の

方法を42．9％，がんばる・努力・工夫等19．0％，反省する・

自分の責任と思って14．3％であった。

　⑳「暴力」は，してはいけない・あってはならない・

排除する等がダントツで8L　O％であった。この項目で自

己や配偶者，あるいは子どもへの暴力やその肯定が語ら

れるときはかなりの問題をかかえている可能性が高い。

　父親自身は，子どもの頃は元気で，将来は安定して，

あるいは楽しく，家族を守って過ごしていきたいという

望みがある。

　男性性は，家族を保護することや，そのベースにある

責任感・自立心があげられていた。この男性性意識こそ

が家族を守っていこうとする基本的なものである。

　ストレス場面におちいったとき，妻と相談する，ある

いは再チャレンジする，他者に相談，自己解決を図る，

などであり，いずれにしてもストレスヘの耐性は強く，

その対処法を身につけていることがうかがわれる。この

ストレス耐性は，家族や親子関係等に問題が生じたとき

にも冷静に対処していくことができる基盤であり，重要

なことである。

重要なものである。

　なお，これらの一連の分析はポジティブ群に特徴的で

あるかどうかであるが，今報告では詳細を省いているけ

れども，全体の得点が最頻値にある群の一部の父親の反

応とはかなり異なっている（表4－1から5参照）。もち

ろん，ネガティブ群とも異なっていて，上に述べた事柄

は，ポジティブ群に特徴的な反応の傾向を示していると

いってよいと、慰う。今後，最頻値にある群とネガティブ

群とも比較し詳細な検討を行っていきたい。

　また，本節の分析は，各領域の項目の頻度の高い反応

から見た特徴の抽出であるから，ひとりの父親がそのよ

うであるというわけではなく，一般的なポジティブ群の

傾向を読み取ったということである。そうした点での限

界がある。そこで次節では事例的検討を行う。

4．SCTの回答からみた父親・夫・男性像の検討一母親・

妻・女性像との比較を含めて

　各回答の頭の数字はSCTの項目番号で，それに続く「j

内はSCTの質問，rej．は無回答（回答拒否）を示す。

　また，「・」のあとの番号は事例番号を示し（）内は得

点である。

（4）領域W『父親自身の親子関係」2項目

　⑧「母と私は」では，仲良し・うまくいっている28．6％，

次いで，できるだけコミュニケーションをとっている等，

とよき理解者が同率の23，8％であった。

　⑳「父と私は」では，仲がよい・うまくいっている・

よき理解者同士38．1％，次いで，よい友人・よき師弟関

係・信頼しあっている28．6％だった。

　自己の親子関係は父親でも母親でも良好であることに

特徴がある。ただ，父親とは同性ということもあり，母

親に比べて人生の先輩であり，友人という存在で分かり

合えるものがあるといえる。これは子育てをする上で自

分の父親をモデルとする根幹にあるものと考えられ注臼

できる。

（5）領域V「友人・仕事」2項目

　⑦「友人」は，財産・かけがえのない61，9％で3分の2

近くを占め，次いで，家族の次に重要・大切19．0％であ

った。

　⑬r仕事」は，生き甲斐・やりがいのあるもの6L9％

で3分の2近くを占め，次いで，なくてはならないもの・

大切14，3％だった。

　友人は家族などと同様に財産，かけがえなく，あるい

は大切なものであるという認識がある。ポジティブ群の

特徴は自己を含めた人というものに尊厳を持ち，思いや

りを持っていることにあるように思う。

　仕事に充実感を抱いているものが多く，上で述べたよ

うにこれが家庭や妻子，あるいは父親として男性として

（壌）領域三「育児を含む親子関係」12項目

　a）一璽父親　ネガティブ

　・4番（一3）

　②ド子育ては」っらいです。大変です⑤「しっけ」は

けじめ⑥「子どもと私は」仲が悪いです⑪「私にとっ

て子どもは」子どもです⑫「子どもが生まれてから」大

変です⑭「子どもといると私は」疲れます⑮「妻と子

どもは」やっかい者です⑱「子どもにとって私は」父親

です⑳「子どもは私をj　rej。⑳「もしも子どもが」

駕」，⑳「子どもが言うことをきかないと」おこります

⑳「子どもの気持ち」はわかりません

　この父親は回答拒否が2項臼あり，子どもとの関係に

おいて，っきはなしたところがある。一方的に子育ての

大変さを訴え，子どもの気持ちを察し得ない，あるいは

察しようとしていない。この一連のことが子どもとの関

係を悪くしている。そして，妻子は「やっかいものであ

る」という言い方は拒否的でさえある。ここには子ども

を持つ，あるいは子どもと関わることの親の率直な喜び

や楽しさがない。こうした父親のあり方は子どもへのネ

グレクトが想像される。

　・99番（一2）

　②「子育ては」ママにまかせる。⑤「しつけ」ママが

向いてる。⑥「子どもと私は」ライバルである。⑪「私

にとって子どもは」反面教師である。⑫「子どもが生ま

れてから」大変になった。⑭「子どもといると私は」心

がなごむ。⑮「妻と子どもは」本当に仲が良い。⑱「子
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どもにとって私は」無口だと思われている。⑳r子ども

は私を」尊敬していない。⑳「もしも子どもが」ぶさい

くだったら悲しい。⑳「子どもが言うことをきかないと」

頭にくる。⑳「子どもの気持ち」は難しい。

　この父親は上記4番の父親に比べては多少，ポジティ

ブな関係もうかがわれるが，一部，母親への育児の押し

つけが認められるようであり，それが無関心からくるの

か，モラルハラスメントのような妻との関係からくるの

か，検討に値する。

　他方，子どもとの関係は「ライバル戸反面教師」と対

立的であり，そのことから子どもから尊敬されていない

と自覚するのだろう。大人の男性性からくる子どものモ

デルとなるようなところが認められず，大人になりきれ

ない子どもっぽさが感じられる事例である。

　この2事例だけであるが，子どもとの心的距離感が遠

いのが共通の特徴である。

　a）一2父親　ポジティブ

　・51番（＋12）

　②「子育ては」夫婦協力しあい，楽しく行っていくつ

もりです。また子育ては生き甲斐であると思います。

⑤「しつけ」とは，子供が社会生活を行っていく上での

ベースとなる教育であると思います。⑥「子どもと私は」

一緒によく遊びに出かけます。将来共通の趣味が持てた

らと思います。⑪「私にとって子どもは」宝物です。⑫

「子どもが生まれてから」生活，人生面でより責任を感

じるようになりました。⑭r子どもといると私は」楽し

いです。人生の幸せを感じます。⑮「妻と子どもは」よ

く友達と一緒に図書館や博物館に出かけます。妻と子ど

もは，そこで色々経験した話を私にしてくれます。⑱r子

どもにとって私は」父親であり友達です。3歳の息子に

とってパパは何でも希望をかなえる人のようです。⑳f子

どもは私を」自分の言う事を何でも聞き入れてくれる家

来と思っているようです。⑳「もしも子どもが」授から

なかったら人生観は半減してしまうと思います。子は宝

です。⑳r子どもが言うことをきかないと」人はすぐ怒

る。怒る前になぜ言う事を聞かないのか考えてみること

が大切と思います。⑳ヂ子どもの気持ち」を考えて親が

行動することが重要であると考えます。子どもは立派な

考えを持った人間です。

　a）一1でのべた父親と比べて明らかに，妻や，子ども

との関係の良さや，家庭内のコミュニケーションがよく

とられていることなどがエピソードを持って語られると

ともに，子どもの存在は，存在していることだけで十分

な価値があることや一人の人間としてとらえる等，家族

のメンバーへのポジティブな認識を基にして家族関係が

順調であることがうかがえる。育児観，しつけ観におい

て子どもの社会化を促す父親としての機能をふまえた認

識があるといえる。

　・62番（＋12）

　②r子育ては」夫婦共に愛情をもって接する外はない

と思います。⑤rしつけ」は親としておしつけるのでは

なく，子どもに理解できる様説明をし，納得の上身につ

けさせる様にしています。⑥「子どもと私は」休日には，

子供は日曜学校へ，私と妻は礼拝に行きます。家族にと

っても良い愛の環境を作ります。⑪「私にとって子ども

は」宝であると同時に，色々な事を教えてくれる。心の

師でもあります。⑫「子どもが生まれてから」家の中に

花が咲いた様に明るい家庭になっています。⑭ヂ子ども

といると私は」とても心が和らぎます。そしていつまで

もこうして一緒に遊んでいられたら…と思う事も良くあ

ります。⑮「妻と子どもは」宝であり良き理解者です。

⑱「子どもにとって私は」とても良い遊び相手の様です。

又自分を最も愛してくれている人だと思っている様です。

（最も妻にはかないませんが…）⑳「子どもは私を」と

ても愛してくれています。夫婦のいさかいの時も小さい

心の中でとても心配し両親の仲立ちをしてくれるのも子

どもです。⑳「もしも子どもが」より以上の成長を望む

時できるだけの事は実現させてやりたい，又それがで

きる自分でありたい。⑳「子どもが言うことをきかない

と」一瞬，腹の立つこともありますが，子どもが私の言

う事が理解できていないからだと思い，できるだけ話す

様にしています。⑳「子どもの気持ち」は大切にしたい

もの！どんなに小さくとも彼らなりに自分の考えをもっ

ている。

　51番のポジティブ事例と同様に子どもとの関係の良

さがうかがわれる。とりわけ子どもを一人の人としてみ

るように心がけていることがわかる。夫婦関係や父子関

係においてポジティブな感情の流れが根底にあり，それ

が家族の関係を支えていることがうかがわれる事例であ

る。なお，f子どもは，色々な事を教えてくれる。心の師」

であり，f夫婦のいさかいの時も小さい心の中でとても心

配し両親の仲立ちをしてくれる」という子どもからの両

親への働き，家庭内での子どもの機能が述べられている

ことは注目に値する。

　この領域ではネガティブな回答を寄せる父親が対子ど

も関係において貧弱であること，ときには敵対的な関係

になる。ポジティブな回答を寄せる父親は，子どもとの

関係が臼常生活レベルでの交流を通して形成されている

一方で，子どもを一人の人間としてとらえようとしてい

ること，子どもの機能についてふれられている点で特徴

的であった。また，育児や子育てに対して妻任せではな

い積極性が認められた。

　b）一1母親　ネガティブ

　・77番（一5）

　②「子育ては」おもしろい楽しいとは思えない⑤rし

つけ」をするってつらい勝手に覚えてくれればいいの

に…・⑥「子どもと私は」何かが足りない⑪「私にと
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って子どもは」なぜ欲しいと思ったんだろう⑫「子ど

もが生まれてから」しんどい事ばかり⑭「子どもとい

ると私は」イライライライラ・…⑯r夫と子どもは」と

っても仲良しで楽しそう　⑱「子どもにとって私は」愛

情を求める対象⑳「子どもは私を」こわがっているかも

　・⑳rもしも子どもが」病気になったり，死んだりし

たら私は悲しむだろうか⑳「子どもが言うことをきかな

いと」きれる⑳「子どもの気持ち」がわかっているのに

受け止めてあげられない

　この母親の事例は子どもとは楽しくなく，しんどく，

いらいら，気持ちがわかっても受け止められないといっ

た育児困難を訴えている。これを除けば子どもは愛情を

自分に求めてくる存在であり，子どもの病気を悲しむ母

親らしさを持った人でもある。ただし，一連の回答は育

児への疲労感を漂わせるものであるから，何らかの支援

がなければ育児放棄しかねないように思われる。夫と子

どもの関係は良好のようであるが，おそらく，妻にとっ

ては夫が子育ての援助者となっていないという認識があ

るものと推察される。

　・174番（一4）

　②「子育ては」苦しい。⑤「しつけ」に関しては厳し

すぎだといわれる。⑥「子どもと私は」もっと関係が良

くなるといい。⑪「私にとって子どもは」いなかったら

楽なのかな。⑫「子どもが生まれてから」自分の時間も

お金も何も私のものはなくなった。⑭「子どもといると

私は」楽しくない。苦しい。⑮「夫と子どもは」仲が良

い（？）⑱r子どもにとって私は」上の子は鬼と思って

いるかも。下の子はお世話係と思っている。⑳「子ども

は私を」好きじゃないと思う。⑳「もしも子どもが」死

んでしまったらどう思うだろう。⑳r子どもが言うこと

をきかないと」感情のコントロールができずに手や足も

出て精神的においつめる。⑳「子どもの気持ち」をわか

っていない親だと思う。

　子どもとの関係がよくなることを願いつつ，実際には

そのようになれず，子どもにも好かれておらず，そのこ

ともあってか自分の時間も何もなく，子どもの存在をな

ければとも思う，こうした育児ストレスを抱えてどのよ

うに対応して良いか分からなくなっているようである。

母親の育児不安を典型的に表した回答である。この事例

でも夫が妻の子育ての支援者になっていない可能性があ

る。

　b）一2母親　ポジティブ

　・14番（＋12）

　②「子育ては」大変ですが，楽しくもあります。⑤「し

つけ」は，家庭ですることだと思っています。⑥「子ど

もと私は」とても仲よしです。⑪「私にとって子どもは」

宝物です。⑫「子どもが生まれてから」いろいろなこと

がかわりましたが，又，いろいろ勉強させられます。⑭

「子どもといると私は」とても幸せです。⑮「夫と子ど

もは」私にとって大切な人です。⑱「子どもにとって私

は」楽しい母でありたいと思っています。⑳r子どもは

私を」大好きです。⑳「もしも子どもが」先に死ぬこと

があったら，いったい私はどうなるのだろう？⑳「子ど

もが言うことをきかないと」ちゃんと話して，わかって

もらう様努力します。⑳「子どもの気持ち」は，少しで

も多くきき入れながら，いろいろなことをしていきたい

と思っています。

　この事例は，子どもが自分にとって大事な存在である

と共に，母子間の関係が良好であることや，子どもの気

持ちを大切にする姿勢を示している。

　・22番（＋12）

　②「子育ては」とても楽しませてくれていて子供に感

謝したいです。⑤rしつけ」は厳しく人に迷惑をかけな

い様にと教えています。⑥「子どもと私は」良い関係で

いると思います。⑪「私にとって子どもは」宝物です。

⑫「子どもが生まれてから」忍耐力，体力がっきました。

⑭「子どもといると私は」元気になれます。⑮「夫と子

どもは」良く一緒に出かけています。⑱「子どもにとっ

て私は」おもしろいママです。⑳「子どもは私を」大切

にしてくれています。⑳「もしも子どもが」いじめにあ

ったら真剣に取りくみます。⑳「子どもが言うことをき

かないと」説明します。⑳「子どもの気持ち」は，分か

りたいと常日頃努力しているつもりです。

　この事例も子どもとの関係の良さを示していると共に，

子どものことを一方的に決めつけるということはなく，

常に，子どもを理解しようとしつつ，子どもの目線にあ

わせた育児を真剣に考えていることが分かる。

　ネガティブな母親は子どもとの関係が悪いだけでなく，

子育てに困難を感じており，そのことで混乱している。

ポジティブな母親は順調な子育てと，子どもを大切に思

う気持ち，子どもの気持ちを大事にする姿勢がうかがわ

れた。

　この領域でのネガティブな父親と母親の相違は子ども

との心的距離感の違いであるように思われる。母親は子

どもとの関係に巻き込まれており，父親は自分の枠外に

子どもを引き離しておこうとしているようである。

　また，ポジティブな群では，母親の役割が子どもを保

護し，養育する関係であって，あくまでも母と子の関係

として捉えられているのに対して，父親は父と子の関係

のみならず，人間対人間という関係のあり方を目指して

いる、点で，注目される。

　ポジティブな父親と母親たちは子どもの人格を認める

こと，子どもが元気を与えてくれること，そして，互い

に父親は母子関係，母親は父子関係の良さをそれぞれ指

摘している。つまり，彼らの伴侶もまた，よい子ども関

係を築いていることが，それぞれの子どもとの関係をよ

くしているように思われる。
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（2）領域∬「家族・夫婦関係』7項臼

　a）一1父親　ネガティブ

　・167番（一3）

　④「妻と私は」夫婦です。⑰「私の居場所は」いまあ

りません。⑳「家にいると」落ちつく場所がありません。

⑳r妻が病気になると」たいへんです。⑳r性生活」rej．

⑳「私にとって家族は」なんでしょう。⑫r妻とふたり

でいると」妻は私に頼るばかりで，私の気持ちをおしは

かったり，支えるということはできないようです。

　この夫婦関係は，夫側が妻に理解を求め，それが得ら

れないことからくる夫婦関係の悪さを示しているようで

ある。そのせいか，家庭というもののあり方に疑念を抱

き，どこかしっくりこないという思いもあり，その結果

が招くものとして家庭での居場所のなさが強調されてい

る。

します。⑳「妻が病気になると」改めて予防の大切さを

痛感いたします。治療はもちろんですが今後のためにも

病気にならないβ々の努力を検討します。⑳「性生活」

は必要なことであると同時に相手を想う心がそれ以上に

大切なことだと思います。⑳r私にとって家族は」人生

を生きるのになくてはならないものであり仕事にとって

も一番の支えとなるものです。⑫r妻とふたりでいると」

子供の事が一番の話題になります。又その話し合いによ

りお互いの理解や考え方の深さがお互いとても勉強にな

っています。

　この事例は，夫婦関係を維持し，発展させていきたい

という思いが伝わる。そのために相互のコミュニケーシ

ョンを大事にしており（「性生活」の回答に端的に表れて

いる），それも夫婦間にとどまらず，子どもへも及んでい

る。この夫婦間の安定度がよい家庭機能をもたらしてい

る。家庭そのものの意義を良く理解している。

　・123番（一2）

　④「妻と私は」ごぶさたです　⑰「私の居場所は」あ

りません⑳「家にいると」ゴロゴロします⑳「妻が病

気になると」ムリばかりしています⑳r性生活」ごぶさ

たです　⑪「私にとって家族は」大切です　⑫「妻とふ

たりでいると」ちょっとさびしいです

　この事例は，夫婦関係にとても距離感があり共にいる

という感覚に乏しい。その結果，夫婦関係そのものが成

立していない家庭であり，こうした夫婦関係の中で育て

られる子どもは，母親側がよほどしっかりしていないと

厳しい状況におかれる可能性がある。

　・16番（一2）

　④「妻と私は」rej．⑰「私の居場所は」あまりない。

⑳「家にいると」つかれる。⑳r妻が病気になると」た

いへん。⑳「性生活」不満。⑳「私にとって家族は」rej。

⑫「妻とふたりでいると」rej．

　この事例は，夫婦関係や家族に関してほぼネガティブ

あるいは回避（rej．が3項目）しており，家族関係の形

成不全が疑われる。

　これらネガティブ3事例はともに家庭そのものが形成

不全，あるいは機能不全を起こしているもので，こうし

た家庭環境では子どもの健全な発達は望みにくいもので

あろう。

　・39番（＋7）

　④「妻と私は」学生時代からの長いっきあいでもあり

お互いに同様な価値観を共有できていると思う。⑰「私

の居場所は」多い。家庭内における存在感は大きく，リ

ーダーシップを発揮できている。⑳「家にいると」休め

る。ストレスから解放され，伸び伸びできる。家族が一

緒に居るという安らぎも感じられる。⑳「妻が病気にな

ると」できる限りの看病をし，自分ができる精一杯の努

力をする。子どもの面倒は，できる限り自分でやる。⑳「性

生活」は必要なものである。愛情表現の一つであると考

えている。⑳「私にとって家族は」掛け替えのないもの。

守るべきもの。自分に幸せを感じさせてくれるもの。身

体の一部のようなもの。⑫「妻とふたりでいると」昔の

ように恋人にはなれないが，信頼できているし，安心で

きる，良きパートナーである。

　この事例は，夫婦がパートナーシップによってつなが

っていることが強調され，家族は自らが守るべきもので

あり，また，自身がそのための努力を惜しまない，その

ことが家庭に居場所をもたらし，安らぎの場としての機

能を有するようになっている。

　これらポジティブな事例は，いずれも夫婦間のコミュ

ニケーションを大切にすること，そのための努力を惜し

まないこと，そしてその努力によって家庭内に居場所を

もっていることが共通している。

　a）一2父親　ポジティブ

　・23番（＋7）

　④「妻と私は」人生のパートナーとして一番の理解者

として助け合いお互いの協力の基，豊かな人生を送りた

いと願っています。⑰「私の居場所は」家庭であり職場

であり日本であり地球人であるという考えで生活したい

と思っています。⑳r家にいると」できる限り家族との

コミュニケーションを取りお互いの理解を深める努力を

　b）一1母親　ネガティブ

　・174番（一5）

　④「夫と私は」このまま夫婦でい続けられるのでしょ

うか。⑰「私の居場所は」どこにもない。⑳「家にいる

と」落ち着かない。⑳「夫が病気になると」手がかかる。

⑳r性生活」ない方がいい。必要なし。⑳r私にとって

家族は」何だろう。⑫r夫とふたりでいると」ときめか

ない。
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　この事例は，夫婦や家族の現状のあり方に疑問を抱い

ており，家庭内の軋礫が疑われる。家庭そのものが家庭

としての機能を失っている。このことは子育てのハイリ

スク要因となるだろう。

　・25番（一4）

　④「夫と私は」分かり合えない　⑰「私の居場所は」

はどこにあるんだろう？⑳「家にいると」rej。⑳「夫

が病気になると」ずるいと思う。私がいくら苦しくても

何でもさせるのに自分は寝て，ゲームして，マンガ見て

⑳「性生活」大嫌い！とくにだんなとは。⑳r私にと

って家族は」本当は安らげる場所でいてほしい⑫r夫と

ふたりでいると」最悪！

　この事例は，夫のあり方が家族や夫婦関係を壊してい

る元であるという認識をもち，夫婦関係そのものが崩壊

の危機にある。

　・16番（一4）

　④「夫と私は」あまり仲良くありません。記念臼や誕

生日もほとんど無いも同然です。姑がいるのでいちゃい

ちゃできないのも理由の一つです。⑰「私の居場所は」

車の中です。姑がいるので家の中はおちっきません。だ

からいつも子供と車で遠くへお散歩してました。⑳「家

にいると」おちっきません。誰もいない時は好きなそう

じとかしてピカピカにしたあとひと息つくのが楽しいで

す。⑳「夫が病気になると」こまります。　収入が夫一

人でまかなっているからです。⑳「性生活」はマンネリ

化しています　⑳r私にとって家族は」子供二人です。⑫

ヂ夫とふたりでいると」いっ文句いわれるかビクビクし

てます。ほめられた事がありません。ただ私はやっあた

りされるだけの存在です。

　この事例は，夫との関係だけでなく，姑との関係にお

いても軋礫があり，家族関係では厳しい状況にあり，家

で一人の時にのみ安らぎを得ている。

　ネガティブな評価の多い母親たちの共通項は夫婦間の

コミュニケーションが円滑でなく，軋礫や夫の無理解な

どがある場合に家庭はその機能を果たせず，妻は居場所

を得ることが困難になる。

　b）一2母親　ポジティブ

　・30番（＋7）

　④「夫と私は」学生時代からの長い付き合いです。多

くの時間と出来事を共有してきたので，何でも話せ，信

頼が持てます。⑰r私の居場所は」家族の中心です。夫

と子どもたちの中心で皆のバランスを保っています。⑳

「家にいると」つい忙しく働いてしまいます。もう少し

子どもに関わってあげなくてはと反省しています。⑳ヂ夫

が病気になると」精神的な支えとなることが必要となり

ます。⑳「性生活」は大切だと思います。ぬくもりを感

じれば心を許し合えます。⑳「私にとって家族は」全て

です。皆が健康で幸せであってくれればと思います。⑫

r夫とふたりでいると」っい子どもたちの話になってし

まいます。そのような時しみじみ幸せを感じます。

　この事例は，信頼関係で結ばれた良好な夫婦関係であ

り，母親は家族の中心にいて家族の世話をし，家族関係

の調整をしているようである。

　・37番（＋7）

　④「夫と私は」特にこれといって取り柄のある2人で

はありませんが，仲良く，一生やっていけると思います。

⑰「私の居場所は」今の家，というより，家庭。今が一

番心おだやかで落ち着いている。⑳「家にいると」ゆっ

たりとし，割と優雅に過ごしていると思う。⑳「夫が病

気になると」とてもきになり，子供に与えるようなやさ

しさをその時だけは夫にも与えたくなります。⑳「性生

活」は，とても大事なことだと思う。相手を思いやる気

持ちを確認するいい機会であるとも思う。⑪「私にとっ

て家族は」なくてはならない大切な人達。最も落ち着い

て心を開ける人達。⑫「夫とふたりでいると」あまり話

さなかったり，話したり，どちらでもあまり気にせずい

られる，ずっと一緒にいても楽にしていられる。

　この事例は，仲の良い夫婦関係や心を開いて安心でき

る家族関係であることがうかがえる。

　以上の2事例は「家」を基軸として，そこに自分の居

場所をしっかりと持ち，円滑な夫とのコミュニケーショ

ンがあって，そして，妻を支える夫がいるという家庭の

一つの健全な姿が映し出されている。

（3）領域皿「父（母〉親自身・男（女）性性』9項目

　a）一曝父親　ネガティブ

　・79番（一2）

　①「子どもの頃の私は」さみしかった。③「将来，私

は」どうなっているのだろう？⑨r私が感情的になるの

は」思い通りにいかないときだ。カッとなったあと，い

つも自己嫌悪になる。⑩「私はひとりでいると」おちつ

く時もあるが，さみしい時もある。⑯「私は男として」

もっと大成したい。⑲「思いどおりにいかないと」すご

くむかつく。⑳「困り果てたとき私は」何もかもやめて

にげだしたくなる。⑳「死ぬときは」…，とよく考える。

⑳「暴力」は嫌いだ。

　この事例は，子どもの頃から現在に至るまで孤独感に

彩られているところに特徴が認められた。また，ストレ

ス場面ではその感情を抑えることができず，耐性に乏し

い。

　・5番（一2）

　①「子どもの頃の私は」気が小さい③「将来，私はj

rej．⑨「私が感情的になるのはj　rej，⑩「私はひ

とりでいると」さみしい気がする。⑯1私は男として」
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rej．⑲「思いどおりにいかないと」頭にくる。⑳「困

り果てたとき私はj　rej．⑳「死ぬときは」rej，⑳「暴

力」rej．

　この事例は，回答拒否が多く自省を回避する，孤独感

と自己を楼小化する傾向が若干認められた。

　・1番（一2）

　①「子どもの頃の私は」わがままだった。③「将来，

私は」わからない。⑨「私が感情的になるのは」妻がバ

カなとき。⑩「私はひとりでいると」つまらない。⑯「私

は男として」りっぱだ。⑲「思いどおりにいかないと」

いらいらする。⑳「困り果てたとき私は」ねる。⑳「死

ぬときは」あきらめる。⑳「暴力」はいけない。

　本事例は，どことなく諦観に塗り込められたところが

見受けられる。男としての自己肥大感がうかがわれた。

　おおむね，ネガティブ得点の高めの父親のこの領域の

特徴はネガティブな得点を示す程度がほかの領域に比べ

て小さいことである。共通して子どもの頃の自己への思

いは良くない。自己否定感はそれほど悪くないが，スト

レスヘの耐性に乏しい傾向にある。

　a）一2父親　ポジティブ

　・36番（＋9）

　①「子どもの頃の私は」かわいがられた③「将来，私

は」大物になりたい⑨「私が感情的になるのは」納得が

いかない時⑩「私はひとりでいると」自分のしゅみの事

をする⑯「私は男として」しっかりやらなくてはと思う

⑲「思いどおりにいかないと」何とかして成し遂げよう

とする⑳r困り果てたとき私は」友人に相談する。⑳r死

ぬときは」寿命で死にたい。⑳r暴力」は良くない。

　この事例は，基本的にストレス耐性があり，それへの

対処もうかがわれる。

　・92番（＋9）

　①「子どもの頃の私は」とても自由に遊びました。毎

日が楽しい臼々でした。③F将来，私は」自分の違った

可能性を試したいと思っています。⑨r私が感情的にな

るのは」あまりありませんが，自己中心的な人に対して

は不快の情を示すことがあります。⑩ヂ私はひとりでい

ると」将来の事を考えます。読書が好きなので本があれ

ば読書をしています。⑯r私は男として」家族の生活に

責任を持ちたいと思っています。将来子供達が私の生き

方に賛同してくれれば幸せです。⑲「思いどおりにいか

ないと」その理由をまず考えます。自分なりの対処法を

考えて行動します。⑳r困り果てたとき私は」熟考しま

す。その後で行動を起します。相談した方が解決が早い

時は適任者に相談します。⑳「死ぬときは」自分の寿命

を大体わかった上で，色々と整理ができたらと思います。

そこまで余裕があるか自信はありませんが。⑱r暴力」

は基本的にはいけない事です。特に成人してからは，そ

れによって失うものが多いという事を子どもたちにも言

い聞かせていきたいと思います。

　この事例は，ストレス場面では冷静に対応すること，

自己にこだわらず，他者への依存ができる，男性性を家

族を守ることとしてとらえている。

　ポジティブ事例では子どもの頃の自己のあり方に肯定

的であること，ストレス耐性があり，その対処法が認め

られることに特徴がある。他方，対照的にネガティブ事

例は基本的には子どもの頃のあまり良くない思いが後の

ストレス耐性等に影響を与えているかもしれない。

　b）一1母親　ネガティブ

　・174番（一8）

　①「子どもの頃の私は」親に愛されたと思ったことが

ない。③「将来，私は」どうなっているでしょう。⑨「私

が感情的になるのは」上の子に対して。⑩「私はひとり

でいると」ゆっくりしたいと思うが家事におわれる。⑯

「私は女として」特に幸せとは思わない。⑲「思いどお

りにいかないと」死にたくなる。⑳r困り果てたとき私

は」気が狂いそうになる。⑳「死ぬときは」一人きり。⑳

「暴力」子供にふるっている。

　本事例は子どもの頃から一貫して自己肯定感が低く，

ストレス耐性に弱い。それが子どもに暴力として向けら

れている可能性を示している。

　・77番（一4）

　①「子どもの頃の私は」我慢ばかり，やりたいことが

全然できなかった　③「将来，私は」どうなるんだろう

⑨r私が感情的になるのは」自分の思い通りにならない

時⑩r私はひとりでいると」何かしなくちゃとあせっ

てしまう⑯「私は女として」最低！⑲「思いどおりに

いかないと」おこる　⑳「困り果てたとき私は」夫にや

つあたりする⑳r死ぬときは」夫と一緒がいい⑳r暴力」

だけはできるだけさけたい

　本事例も先の事例同様に子どもの頃からの問題を抱え

ているし，ストレス対処も不十分である。女性としての

受け入れも良くない。

　ネガティブな母親に共通するのは，子どもの頃から自

己肯定感を養うことができないこと，ストレス対処が不

十分であること，将来展望も定かでないこと，女性性の

獲得ができていないか，あるいは女性性を発揮できない

か，それを受容できていないこ．と等に特徴がある。

　b）一2母親　ポジティブ

　・97番（＋8）

　①r子どもの頃の私は」とても大事にかわいがられて

育ちました。自分の子供にも，同じようにしたいと思い

ます。③r将来，私は」子供が自立した後夫と2人で旅

行でものんびり行きたいと思っています。⑨r私が感情
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的になるのは」めったにありませんが，常に冷静である

ように心がけているつもりです。⑩「私はひとりでいる

と」ぼ一っと外から見える花や景色をながめています。

⑯「私は女として」夫からも子供からもいつもステキに

見えるようにしていたいと思います。⑲「思いどおりに

いかないと」たいていは夫に相談するようにしています。

人に話すことによって気分が落ちつきます。⑳「困り果

てたとき私は」身近な人に相談します。特に夫に相談し，

一緒に考えてもらう事が多いです。⑳「死ぬときは」家

族にみとられて死にたいです。⑳「暴力」はどんな人で

あってもゆるせません。子供にはいっも人にはやさしく

しなさいと言っています。

　この事例はストレス対処が可能であり，冷静に対応す

ること，夫等への相談ルートを持っていること，女性と

してのあり方を家族との関わりでとらえていること，子

どもの頃の親子関係の良さを自分の子どもとの関係にも

活かしたいなどに特徴がある。

　・17番（＋8）

　①「子どもの頃の私は」よく外で遊んだ。雪の日でも

平気で外で遊んでいたことが今ではなっかしい。③「将

来，私は」豊かな人生を送るために　今から少しずっ趣

味を広げていきたい。昔かじった趣味も，もう一度やり

たい⑨「私が感情的になるのは」大切なものを　けなさ

れたり　傷っけられた時である。⑩「私はひとりでいる

と」まずお湯をわかし，何を飲もうか何を食べようかな

あと考えてしまう，⑯「私は女として」礼儀や作法を身に

つけなければいけないと思う．⑲「思いどおりにいかない

と」落ち込んだり　イライラすることもあるがいつの間

にかあきらめてしまうことが多くなった気がする。⑳咽

り果てたとき私は」誰かに相談する　夫だったり友人だ

ったり母親だったり。⑳「死ぬときは」自分の人生に悔

いのない形で死にたい．まだまだ先のことと考えてい

る。⑱「暴力」はいやだ，　さまざまな社会的問題も幼少

期に問題があったりするなどと言われるが，暴力のない

社会にしたいものだ。

　この事例もストレス対処にいくっかの方法を持ってい

ることがうかがわれる。自分の時間や自分の生き方を大

切にしていることや，相談ルートを複数持っていること，

女性としてのあり方などが特徴である。

　ポジティブな母親はストレス対処法を身につけている，

一人でいるときも孤独感に悩むことなく自分のひととき

として大事な時間にしていること，女性としての自分に

肯定感があること，子どもの時から良い親子関係にある

となどの特徴が共通して認められる。

　ネガティブスコアの高い母親たちに比べると，女性性

を含む自己肯定感，将来展望の良さ，ストレス対処法を

身にっけていることなどに大きな違いが認められた。こ

れらは父親同様に幼児期の体験の良さ（親子関係等）が

影響している可能性がある。

　母親と父親のネガティブな群を比較すると母親側は父

親側に比べてネガティブスコアが大きい。その分，スト

レス耐性等に弱く，自己肯定感も子どもの頃から低い。

また，女性性としてもそれを受け止め得ないという特徴

がある。

（4）全体

　a）一1父親　ネガティブ

　・79番（一6）

　①「子どもの頃の私は」さみしかった。②「子育ては」

たいへんだけど，おもしろいこともある。③「将来，私

は」どうなっているのだろう？④r妻と私は」お互いに

不満に思っているところがある。⑤「しつけ」は難しい。

⑥「子どもと私は」似ている。⑦r友人」は大切だ。な

かなか会う機会もなく，昔のように遊びたい⑧「母と私

は」反りがあわない。母の期待する息子にはなれない。

なりたくない。でも，申し訳ないとも，たまに思う。⑨

r私が感情的になるのは」思い通りにいかないときだ。

カッとなったあと，いつも自己嫌悪になる。⑩「私はひ

とりでいると」おちつく時もあるが，さみしい時もある。

⑪「私にとって子どもは」大切な存在であるが，時にわ

ずらわしく思う。⑫「子どもが生まれてから」自由でな

くなった。⑬「仕事」は，楽しいが，時に全て放り出し

て何もしたくなくなる。⑭「子どもといると私は」，心が

なごむ。時間におわれたり，他にすべきことがあると，

イライラすることもある。⑮「妻と子どもは」いて良か

ったかな…・？⑯「私は男として」もっと大成したい。

⑰「私の居場所は」どこにもないように思う時がある。

だから居場所を作るために，一生懸命仕事をしたり，何

かをしたりして，居場所を作ろうとしているのかもしれ

ない。⑱「子どもにとって私は」いなくてもかわらない

存在。2つめのアイスクリームのように，あれば嬉しい

時もある，ってかんじかな。⑲「思いどおりにいかない

と」すごくむかつく。⑳r家にいると」落ちつく。反面，

雑事があってわずらわしい。⑳「妻が病気になると」自

分がいろいろしないと！！と思い，頑張ろうと思うが，

仕事を休むこともできず，大変だ。⑳「子どもは私を」

都合の良いように利用している。⑳「もしも子どもが」

いなかったら，自由だなあ，とたまに思うが，いて良か

ったと思い直す。⑳「父と私は」，よくわからない関係で

す。⑳「困り果てたとき私は」何もかもやめてにげだし

たくなる。⑳「子どもが言うことをきかないと」イライ

ラする。⑳「死ぬときは」…，とよく考える。⑳「暴力」

は嫌いだ。⑳1子どもの気持ち」を大切にしたいとは思

うが，現実難しく，大切にできないことが多い。⑳「性

生活」に満足している訳でもないし，具体的な不満があ

る訳でもないし，ん…一もっと刺激があっても良いかな

あ。⑳「私にとって家族は」何なんだろうと思う。子ど

ものころに，不幸な家庭環境だったので，家族の意味と

か大切さとか，実感がうすい。⑫「妻とふたりでいると」，
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たまには子供をおいて，のんびりとどこかにでかけたり

したいなあと思う。

　この事例を一言で言えば，アンビバレントな感情に彩

られていると言うことであろう。端的に子どものとの関

係に良く表れていて，「子どもの気持ち」を大切に，でも

現実はできないことが多く，自分にとっての子どもも大

切だが時々わずらわしいなどである。また，基本的には

ストレスに弱く，それの対処が不十分であり，自己の親

子・家族関係も良いとは言えない。このことのためか，

家族を持った自分にとまどいを感じている。この事例に

とっては妻や子どもは良いこともあり，大変であること

もあって，いまだ受容できない存在であるということが

できる。

　・16番（一6）

　①「子どもの頃の私は」おとなしい②「子育ては」む

ずかしい③「将来，私は」わからない④「妻と私はj

rej．⑤「しつけ」は，必要⑥「子どもと私は」仲が

悪い⑦「友人」は，必要な人としかつきあわない⑧「母

と私は」仲が悪い⑨「私が感情的になるのは」親の遺伝

⑩「私はひとりでいると」リラックスできる⑪「私にと

って子どもは」人生の夢であり　大切な物⑫ヂ子どもが

生まれてから」たいへん⑬「仕事」がいそがしすぎる　⑭

「子どもといると私は」大変つかれる⑮「妻と子どもは」

仲が良い。⑯「私は男としてj　rej．⑰「私の居場所

は」あまりない⑱r子どもにとって私は」必要か不必

要かわからない⑲「思いどおりにいかないと」イライ

ラ⑳「家にいると」つかれる⑳「妻が病気になると」

たいへん⑳r子どもは私を」きらい⑳rもしも子どもが」

rej．　⑳「父と私は」仲が悪い⑳「困り果てたとき私は」

rej．⑳「子どもが言うことをきかないと」おこる。⑰「死

ぬときは」　1人静かに⑳「暴力」　rej．　⑳「子ども

の気持ち」わかるが，言う通りにしてられない⑳「性生

活」不満　⑳「私にとって家族は」　驚」．　⑫「妻とふ

たりでいると」　rej，

　この事例は回答拒否が多く，とりわけ家族に関わる項

目に目立っ傾向がある。子どもは大切としながらも子ど

もへの対応がうまくいっておらず，父子関係がつまずい

ていることを示していた。自分の親子関係もよくなくそ

のことが自分の子どもとの関わり方に悩む結果を招いて

いるようである。父親の育児不安を示しているともいえ

る。

　a）一2父親　ポジティブ

　・23番（＋29）

　①「子どもの頃の私は」何事にも好奇心旺盛であまり

病気もせず元気だけが取り柄のようでした。又将来への

夢を想像するのが好きでした。②「子育ては」とても楽

しい反面始めてのことなので一つ一つに深く考え答えを

出していくことが大切と考えています。人としての使命

と責任を感じます。③「将来，私は」物質的に何が欲し

いとかこうなりたいという欲望よりも人としての生を与

えられた以上人間を高める心を高める向上心をわすれな

い人生を送りたいと思います。④「妻と私は」人生のパ

ートナーとして一番の理解者として助け合いお互いの協

力の基，豊かな人生を送りたいと願っています。⑤「し

つけ」は，日々のくちぐせであると思っています。特に

大切なことは良心に伴なう正しい答えを見つけることだ

と感じます。　⑥「子どもと私は」生涯助け合える理解

者であり続けたいと願います。一人の人間として認め合

える仲であればと思います。⑦「友人」は人生を送るの

になくてはならないものと思います。しかし類は類を呼

ぶということからも本人の向上や物事の正しさがまずは

大事と考えています。⑧「母と私は」今，半年に1度何

目間か過ごす関係です。しかしその時はお互いに言葉は

少ないにしろ心休まる時間であり又将来私と子供の関係

を考えさせられる時間です。⑨r私が感情的になるのは」

あまりないように思いますが…あるとすれば自分自身が

こだわりというものを持ち過ぎている時だと思います．

⑩「私はひとりでいると」創造するのが好きです。又読

書が好きなので人生や仕事に関わる本を読みます。⑪「私

にとって子どもは」人生に対して掛け替えのないもので

す。又目々の生活に活力と希望を与えてくれます。⑫「子

どもが生まれてから」妻との会話の幅が広がったように

なりました。又物事に対する考え方に深く対話するよう

になりました。⑬「仕事」は私の人生になくてはならな

いものです。一人の人間として使命と責任を表わすのに

一番やりがいのあるものです。⑭「子どもといると私は」

心が豊かになります。その反面あまくなり過ぎる自分に

反省もしだれよりも仲の良い関係でいたいともおもった

りします。⑮「妻と子どもは」一番の理解者　同志に見

えます。又子供にとって妻は一番の教育者とも感じます。

⑯「私は男として」何が大切であり必要であるかを考え

自分にとって何をやりたいかより何をすべきかを理解し

自分の役割を全うし必要とされる人でありたいと願いま

す。⑰「私の居場所は」家庭であり職場であり日本であ

り地球人であるという考えで生活したいと思っています。

⑱「子どもにとって私は」必要な人ではないでしょうか

又必要な人にならなければと思います。⑲ギ思いどおり

にいかないと」次のステップのチャンスと捕らえ感謝す

るようにしています。⑳「家にいると」できる限り家族

とのコミュニケーションを取りお互いの理解を深める努

力をします。⑳「妻が病気になると」改めて予防の大切

さを痛感いたします。治療はもちろんですが今後のため

にも病気にならない日々の努力を検討します。⑳「子ど

もは私を」大好きでいてくれると思っています。そのた

めにももっといっしょにいる時問をつくりたいと目々思

っています。⑳「もしも子どもが」自分の意志で希望や

選択を相談された時は原理原則に基づいた人として正し

い答えでアドバイスしたいと思います。⑳「父と私は」
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お互い認め合っていた関係だったと思います。今は亡父

を尊敬しています。⑳「困り果てたとき私は」本を読む

ようにしています。人としての正しい答えはなにかを自

分の中に答えを出すよう心がけます。⑳「子どもが言う

ことをきかないと」理解できるように会話するようにし

ています。年令に関係なく物事のとらえ方には本質を話

すことが一番であると思います。⑳「死ぬときは」向上

をわすれなかった人でいたいと思います。⑳r暴加は

人間界にしかない不必要なものと考えています　せっか

くもって生まれた考える力と心を最大限に活用すべきと

思います。⑳「子どもの気持ち」はその年令レベルでで

きる限り理解し次のステップのアドバイスもわすれない

ようにしたいと考えます⑳r性生活」は必要なことであ

ると同時に相手を想う心がそれ以上に大切なことだと思

います。⑳「私にとって家族は」人生を生きるのになく

てはならないものであり仕事にとっても一番の支えとな

るものです。⑫r妻とふたりでいると」子供の事が一番

の話題になります。又その話し合いによりお互いの理解

や考え方の深さがお互いとても勉強になっています。

　この事例は男性としてはめずらしく，非常に多くの文

言を費やして自分の思いや考えを述べていることである。

総じて，男性の回答は短いが，この例に代表されるが，

ポジティブな父親たちほど回答が長くなる傾向がある。

夫婦関係，家族，父子関係，自己の親子関係，男性とし

ても，いずれも肯定的であり，また，ストレスマネージ

メントにおいても破綻がない。理想的にすぎる感じもす

るが，現在の家庭生活において，夫，父親としての役割

が十分に果たせるよい状況にある。

　・65番（＋28）

　①「子どもの頃の私は」とても活発な子どもだったと

聞いています。②「子育ては」妻だけに任せるという訳

では無く時間を作り私も子供・妻とのコミュニケーショ

ンの場と考え進んでやる③「将来，私は」妻，子供達か

ら，ありがとうと言われる様な良き父，夫でいたい。④

「妻と私は」子育てのことなどで意見の食い違いはある

が基本的には仲の良い二人だと思う。⑤「しつけ」に対

してはあまやかさずに厳しくやっていきたい。⑥「子ど

もと私は」とても仲が良く，楽しい時間が過ごせる。⑦

「友人」とは家族，仕事で会う時間が無いが人生の中で

とても必要なある意昧パートナーだと思う。⑧「母と私

は」今でもとても仲が良い。⑨「私が感情的になるのは」

仕事，家庭など色々とあるがすぐに忘れ落ち着く努力を

する⑩ギ私はひとりでいると」なるべく体を休めたり，

時間を気にすることなく趣味に没頭してみたい。⑪「私

にとって子どもは」かけがえの無いエネルギーをくれる

大切な存在である。⑫「子どもが生まれてから」より将

来を考えて仕事、人生をやっていこうと思う。⑬「仕事」

は家族達の生活を考え父である私が頑張り続ける物であ

る。⑭「子どもといると私は」悩みなど忘れて笑顔にな

れる⑮「妻と子どもは」とても仲が良く見ている私も楽

しくなる。⑯「私は男として」家族を一生守り続ける義

務がある。⑰「私の居場所は」仕事場ではなく，家族と

の輪の中だと想う。⑱r子どもにとって私は」これから

の人生の良き理解者でありたい。⑲r思いどおりにいか

ないと」ついストレスが溜りお酒を呑んだりしてしまう。

⑳「家にいると」とても落ち着く。⑳「妻が病気になる

と」もちろん心配になり，私は何が出来るか考え休ませ

てあげたい。⑳「子どもは私を」今の所は良き父だと思

ってくれていると考えます。⑳rもしも子どもが」怪我

などをしたらと考えるとつらくなる。⑳「父と私は」今

でもよい相談相手だ。⑳「困り果てたとき私は」自分な

りに考え努力し克服する。⑳「子どもが言うことをきか

ないと」子供の目線で話し理解できる様にする⑳「死ぬ

ときは」家族に迷惑だけはかけたくない。⑳「暴力」は

けして許されることではない。⑳「子どもの気持ち」を

よく解り，良き父でいたい。⑳「性生活藩必要不可欠な

もの⑳「私にとって家族は」一番大事なもの⑫「妻とふ

たりでいると」楽しい。

　この事例では，子育ても妻任せでなく，その場を妻子

とのコミュニケーションの場と位置づけており，また，

子どもはエネルギーを与えてくれ，子どもの視線に合わ

せて理解していこうと務めている。そして，男性性を家

族を守るものとして位置づけており，その具体像が父子

関係や夫婦，家族関係に現れている。自己の親子関係も

良好である。

　全体を通して，ネガティブな父親は自己の親子関係（子

どもの頃の自己像を含めて）が必ずしもよくないこと，

このことが家族関係の悪さに関連していることがわかる。

ポジティブな父親たちは，これに対照的な像が結ばれて

いることに注目したい。また，男性性が一人の自分とし

てではなく，親としての自分を支える基本的なものとな

りうることを示唆していると推測されることは注目に値

する。

　b）一1母親　ネガティブ

　・174番（一17）

　①「子どもの頃の私は」親に愛されたと思ったことが

ない。②「子育ては」苦しい。③「将来，私は」どうな

っているでしょう。④「夫と私は」このまま夫婦でい続

けられるのでしょうか。⑤「しつけ」に関しては厳しす

ぎだといわれる。⑥「子どもと私は」もっと関係が良く

なるといい。⑦「友人」には恵まれていると思う。⑧「母

と私は」一生仲良くなれないと思う。⑨「私が感情的に

なるのは」上の子に対して。⑩「私はひとりでいると」

ゆっくりしたいと思うが家事におわれる。⑪「私にとっ

て子どもは」いなかったら楽なのかな。⑫「子どもが生

まれてから」自分の時間もお金も何も私のものはなくな

った。⑬r仕事」をしたい。⑭「子どもといると私は」
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楽しくない。苦しい。⑮「夫と子どもは」仲が良い（？）

⑯「私は女として」特に幸せとは思わない。⑰「私の居

場所は」どこにもない。⑱「子どもにとって私は」上の

子は鬼と思っているかも。下の子はお世話係と思ってい

る。⑲「思いどおりにいかないと」死にたくなる。⑳「家

にいると」落ち着かない。⑳「夫が病気になると」手が

かかる。⑳「子どもは私を」好きじゃないと思う。⑳「も

しも子どもが」死んでしまったらどう思うだろう。⑳r父

と私は」30年も会っていない。⑳「困り果てたとき私は」

気が狂いそうになる。⑳ド子どもが言うことをきかない

と」感情のコントロールができずに手や足も出て精神的

においっめる。⑳「死ぬときは」一人きり。⑳「暴力」

子供にふるっている。⑳「子どもの気持ち」をわかって

いない親だと思う。⑳「性生活」ない方がいい。必要な

し。⑪「私にとって家族は」何だろう。⑫「夫とふたり

でいると」ときめかない。

　この事例は自己の親子関係の課題を抱えるとともに，

母子関係も形成不全があり，育児不安状態に陥っている。

夫婦関係も冷めた，あるいは悪化の方向へ向かっていて，

将来の展望は閉塞状態にある。ストレスヘの対処もまま

ならない。こうした点で，心理臨床の対象といえる。

　・77番（一13）

　①「子どもの頃の私は」我慢ばかり，やりたいことが

全然できなかった　②「子育ては」おもしろい楽しいと

は，思えない③「将来，私は」どうなるんだろう④「夫

と私は」うまくいっているんだろうか⑤「しつけ」を

するってつらい　勝手に覚えてくれればいいのに・…⑥

「子どもと私はゴ何かが足りない⑦r友人」と呼べた

人が転勤になってしまった　⑧「母と私は」たぶん似て

いる⑨f私が感情的になるのは」自分の思い通りにな

らない時⑩「私はひとりでいると」何かしなくちゃと

あせってしまう　⑪r私にとって子どもは」なぜ欲しい

と思ったんだろう⑫「子どもが生まれてから」しんど

い事ばかり　⑬「仕事」してる方が楽かも…⑭「子ども

といると私は」イライライライラ…・⑯「夫と子どもは」

とっても仲良しで楽しそう⑯「私は女として」最低！

⑰「私の居場所は」家の中だけ　⑱「子どもにとって私

は」愛情を求める対象⑲偲いどおりにいかないと」

おこる　⑳ヂ家にいると」子供がうっとうしい⑳「夫が

病気になると」腹がたつ⑳「子どもは私を」こわがって

いるかも…・⑳rもしも子どもが」病気になったり，死

んだりしたら私は悲しむだろうか⑳「父と私は」距離が

遠い⑳「困り果てたとき私は」夫にやつあたりする⑳「子

どもが言うことをきかないと」きれる⑳「死ぬときは」

夫と一緒がいい⑳「暴力」だけはできるだけさけたい⑳

f子どもの気持ち」がわかっているのに受け止めてあげ

られない⑳「性生活」は夫からの一方的な要求ばかり，

私から求める気力はない⑳「私にとって家族は」いなく

なった時にはじめてわかることだと思う⑫「夫とふたり

でいると」つくづく優しい人だと思う

　この母親は子どもとの関係がうまくいっていないがそ

れは子どもとの関係だけでなく，子どもを育てるための

感情や意志や意欲，受容する気持ちの成熟に間題がみら

れる。自己の親との関係，夫婦関係，ストレス対処にお

いても課題が認められる。

　・5番（一8）

　①r子どもの頃の私は」内気，②r子育ては」うまく

いかない．③r将来，私は」考えない。④r夫と私は」

仲が悪い　⑤「しつけ」はおしつけとちがう。⑥「子ど

もと私は」人間同志⑦「友人」一番楽しい，⑧「母と

私は」仲が悪い　⑨r私が感情的になるのは」酒を飲ん

で酔った時，⑩「私はひとりでいると」寝て体を休める。

⑪r私にとって子どもは」宝物，⑫f子どもが生まれて

から」親となった。⑬「仕事」は，大変。⑭「子どもと

いると私は」イライラする，⑮「夫と子どもは」楽しそ

う。⑯「私は女として」ブサイク。⑰「私の居場所は」

自宅。⑱「子どもにとって私は」必要ではないかも…．

⑲「思いどおりにいかないと」物にあたる，⑳「家にい

ると」ストレスが貯まる。⑳「夫が病気になると」困る。

⑳「子どもは私を」こわがっている。⑳「もしも子ども

がj死んだら，私も…。⑳r父と私は」不仲。会話が無

い。⑳ヂ困り果てたとき私は」友達に相談する。⑳「子

どもが言うことをきかないと」なぐる。ける。ひっぱた

く。⑰F死ぬときは」家の中をかたづけてから死にたい。

⑱「暴力」的な性格です。⑳「子どもの気持ち」は分か

らない。⑳「性生活」少ないかも。⑳「私にとって家族

は」ウザイ。⑫「夫とふたりでいると」会話が無い。

　この事例では，家族関係，夫婦関係，母子関係いずれ

も関係が形成されておらず，自己の親子の関係も良くな

い。四方八方，他者関係がすべてうまくいかず，子ども

に対しては宝物と認識していることは救いであるが，や

や紋切り型の回答であり，むしろ日常的な虐待が繰り返

されている可能性の高い状態にあり，心理臨床的な支援

の必要がある。

　b）一2母親　ポジティブ

　・20番（＋30）

　①r子どもの頃の私は」運動が大好きで，元気で明る

い子どもでした。②r子育ては」大変だと感じることも

ありますが，子どもの成長をそばで見られることに楽し

さとうれしさを感じています。③「将来，私は」子育て

と仕事のバランスをうまくとりながら家族仲良く暮らし

ていけたらと思っています。④「夫と私は」友達のよう

な関係です。会話をよくします。⑤「しつけ」は，とて

も大事なことだと思います。子どものしつけは親の責任

だと思っています。⑥「子どもと私は」一心同体だと思

います。子どものために母親にしかできないこと，とい

うものがあると思います。⑦「友人」は，大切にしなけ
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ればいけないなと思います。とくになんでも話せる友人

は，一生大切にしたいです。⑧r母と私は」母娘という

よりも姉妹のような関係です。離れて暮らしている今は，

母のことが心配です。⑨r私が感情的になるのは」人と

別れなければならない時です。卒業，旅立ち，引っこし，

子どもを保育所に送りだす時などです。⑩「私はひとり

でいると」始めは，ゆっくりできていいなあと思います

がだんだんさびしくなります。⑪「私にとって子どもは」

宝です。⑫r子どもが生まれてから」家族がにぎやかに

なり，笑いが多くなりました。⑬「仕事」と子育ての両

立は大変ですが，仕事におもしろさを感じています。仕

事は続けたいです。⑭「子どもといると私は」心が和み

ます。いやなことがあっても子どもの顔を見ると，心が

いやされます。⑮「夫と子どもは」最近になって（子ど

もが物事をわかるようになって）2人で遊ぶことが多く

なりました。⑯「私は女として」子どもをうむことがで

きたことをうれしく思います。女らしさは一生もち続け

たいと思っています。⑰「私の居場所は」家庭の中にあ

ると思います。⑱r子どもにとって私は」なくてはなら

ない存在だと思います。⑲「思いどおりにいかないと」

イライラすることが多いです。でも，また計画を立て直

してやり直します。⑳r家にいると」ほっとします。ほ

っとしすぎて，だらだらしてしまうこともあります。⑳

「夫が病気になると」困ります。一日も早く元気になる

ように一生懸命看病します。困るのは精神的にです。⑫

「子どもは私を」必要としていると思います。子どもに

とって母親の存在はとても大きいと思います。⑳「もし

も子どもが」病気になったら，死ぬほど心配です。かわ

ってあげられたら…と毎日思うことでしょう。⑳「父と

私は」離れて暮らしているので，父の体（健康状態）の

ことがとても心配です。⑳「困り果てたとき私は」家族

に相談します。周りの人にいろんなアイデアをもらって，

自分でまた考えます。⑳r子どもが言うことをきかない

と」どのようにしたらわかってくれるのかを考えます。

頭ごなしに叱ることだけは，さけたいです。⑳r死ぬと

きは」みんなに迷惑をかけないで死にたいです。⑱「暴

力」は絶対反対です。とくに子どもへの体罰，暴力はそ

の子どもの成長，発達に決してよくないと思います。⑳

「子どもの気持ち」をよく考えて，よくくみとって，私

たち大人は行動をしなければならないと思います。⑳「性

生活」は夫婦間において大事なことだと思います。夫も

私も心休まるような性生活を送れたらと思います。⑳「私

にとって家族は」安心できる場所です。ありのままの自

分をさらけだすことができるからです。⑫「夫とふたり

でいると」安心します。守ってもらっているような気も

ちになります。

　家族関係，夫婦関係，母子関係共に良い状況にある。

ストレスヘの対処法があり，また，自己の親との関係の

良さもプラスになっている。っまり，対おとな関係の良

さは母親の心身の安定感を生み，それが子どもとの関係

を良好にするという典型例といえる。この対おとな関係

の安定度をもたらすのは，子どもの頃の親との関係の安

定度（多少のことがあっても信頼関係に揺らぎがないな

ど）にあるように思われた。

　・23番（＋27）

　①「子どもの頃の私は」1つの事をやりとげるという

根気強さがありまして　また兄とともに男の子の中でも

元気いっぱいに行動していました。かぜはよくひきまし

たがとても健康でした。②「子育ては」子どもを育てる

というよりは私自身が教えられることが多く，また夫婦

家族という絆の深さを感じております。③「将来，私は」

一人の人間としてもっと成長して行きたいと思っており

ます。学問もちろんですが色々な環境の中で学ぶのが一

番多いと思います。④r夫と私は」お互い信じ合い助け

合い人生のパートナーであると思います。⑤「しつけ」

とは口で言いきかせることはもちろんですが，私達親の

手本が一番ではないかと思っております。⑥r子どもと

私は」家族の一員としてやはり信じ合い，助け合い，共

に成長していきたいと思います。⑦r友人」はとてもた

いせつな存在と思います。家族とはまた違うものを与え

てくれるものと思っております。⑧r母と私は」今は一

人の女性として接しているような時があります。今まで

は何でも相談したり，とてもすてきな関係で私と子ども

の関係もそうでありたいと思います。⑨「私が感情的に

なるのは」私の思いが伝わらない時と思われますが冷静

に考えますとすべての場合が思いちがいであることを知

りさけるようになりました⑩「私はひとりでいると」

やはりじっとしていることがすくなく思いもよらない事

に没頭していることがあります。⑪「私にとって子ども

は」夫とともに人生のパートナーであり時には私を励ま

して正しい道へと導いてくれる存在でもあります　心癒

してもくれるかけがえのない存在です。⑫r子どもが生

まれてから」私達自身も人生をまたふり出しにもどした

ような心になり両親のこと自分の小さい頃，今のことと

色々な事を考えめぐらし学んでおります。⑬「仕事」も

楽しく結果が得られることが出来れば幸せと思います

たくさんの人達を笑顔にむすびつけることが仕事の結果

ではないかと思っております。⑭「子どもといると私は」

とてもおだやかな気持ちにさせられます。時には私のマ

イナスなところがうきぽりにされ反省することも多いよ

うです。⑮「夫と子どもは」一緒にいる時間がすくない

のですが夫の思いが子供にはしっかり伝わっているよう

で時間の長短ではないと感じさせられます。⑯「私は女

として」の役割や使命を認識しそれを果たすことが出来

るように努力したいと思います。子供を授かったことも

心から幸せに感じております。⑰r私の居場所は」夫や

子供がいつも笑顔でいきいきと輝いていられることが出

来る上に私の存在があると思っております。⑱「子ども

にとって私は」信愛なる指導者であり時には姉であり友
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達であれたらと思っております。⑲「思いどおりにいか

ないと」思いどおりにいかせられなかった要因を色々な

面から細かい分析をし次への課題とします。⑳「家にい

ると」時間を忘れて動きまわっておりますが，どちらか

というと自分ですることを見つけ出し増やしている気が

しております。⑳r夫が病気になると」心から健康のあ

りがたさを感じます。せめて精神的な苦しみや痛みだけ

でも癒すことが出来ればと思います。⑳f子どもは私を」

言葉だけでなく大好きでいてくれていると、思います。そ

のためにと考えさせられる時があり悩みます。⑳「もし

も子どもが」家族をもった時，っまずいたりした時によ

きアドバイスができるような人間でありたいと思います。

⑳「父と私は」最近になりよりわかり合えた気がします。

父は小さい頃から尊敬しておりました　最近より深くよ

り広く実感しております。⑳「困り果てたとき私は」必

ず夫に相談しております。夫はどんなことでもきちんと

応じてくれ色々なことを気づかせてくれてとてもささえ

となっております。⑳r子どもが言うことをきかないと」

どうしてなのか良く話すように心がけております。子供

にわかりやすい例を出して話すことによって子供も理解

してくれることが多いです。⑳「死ぬときは」たくさん

の人の心に残る人間でありたいと願います。⑱ヂ暴カゴ

は危害だけでなく苦痛をあたえるという意味では幅広い

のですが心からかくすべきものと、思っております。⑳「子

どもの気持ち」は子どもの世界の中で大人とは違う思考

があると思われます。たいせっに聞きいれてあげること

とよきアドバイスが出来たらと思います。⑳「性生活」

はたいせっなことと思います。相手のことを思いやる心

がたいせつと思います。⑳ヂ私にとって家族は」かけが

えのないものでたいせつにしたいと思っております。⑫

「夫とふたりでいると」とかく子どもとの楽しい話にな

ります。またそのことから色々な話に発展していき話が

つきない時もあります。

　本事例も前事例と同様の傾向が認められ，ポジティブ

な回答を多く寄せる母親像は似通っている。

　ネガティブな母親とポジティブな母親を比べると，子

どもの時の相違，自己の親子関係のありよう，そこから

発するかのような女性像の相違，そして，ストレス対処

法のあり方や夫との関係，こうしたことの違いが，自分

が家族を持ったときの相違として現れているように推測

される。

　全項目でみてみると，ポジティブな母親と父親とはそ

れぞれの固有の役割観の相違はあるものの全般的に夫婦

関係や自分の親との関係，子どもの頃の自己像など共通

しているように思われる。ネガティブな母親と父親では，

ネガティブな母親には関係の問題が強調されがちである

のに対して（とりわけ夫や自己の親，そして子ども），父

親はそうした面もあるが，そもそも，そうした関係その

ものに拒否的な人々がいるらしいということである。母

親はさまざまな努力の延長線上で関係がうまくいかない

印象があるが，父親の中には最初からそうした関係をも

つこと自体を拒否しているものがいるものと推測される。

　ポジティブな事例の父親は子どもへの暖かいまなざし

を与えているが，これらは子どもに対してだけでなく，

妻や，自分の親に対しても同様である。このことから，

父親役割は全体的にさまざまな対象を包み込み，保護す

る機能を男性性を基軸に有していることが推測される。

母親は，母子関係を基軸にしていて，この母子関係その

ものを保護するものとして，夫婦関係や自己の親子関係，

そして女性性の発達があるのではないかと思われる。

4．ネガティブな回答を寄せた夫とその妻との関係の検

討

　なお，夫側については前節で回答ならびに解釈を述べ

たのでここでは省略する。

（1）領域I　r育児を含む親子関係』12項臼

　・4番（夫一3，妻±0）

　②r子育ては」にがてです。⑤rしつけ」については

むずかしく考えたくありません⑥「子どもと私は」い

つも一緒です　⑪「私にとって子どもは」大切な存在で

すがストレスの原因でもあります。⑫r子どもが生ま

れてから」自分の事を大切にしなくなりました。すごく

老けた気もしますが元気になれて幸せな気もします。⑭

r子どもといると私は」とてもイライラしてしまいます。

自分のぺ一スで動けないので苦痛です。⑮「夫と子ども

は」もっと一緒に遊んでほしいです　⑱r子どもにとっ

て私は」大好きな存在。どんなにしかってもイヤがって

もくっついてきます。⑳f子どもは私をメとても必要と

してくれます⑳「もしも子どもが」いなくなってしまっ

たら　生きていく希望が持てないと思う⑳r子どもが言

うことをきかないとj自分の方が我儘来ずおこってしま

います。⑳r子どもの気持ち」を考えて接してあげたい

のに，むずかしいです。子供の方が成長。

　この事例の母親は，子どもとの関係は両義的な感情に

あるが，基本的には子どもとの関係がストレスになると

きにネガティブな感情が高まる，という点では普通の母

親らしいとも言える。

　他方，前節で述ぺたようにこの父親は子どもとの関係

において，心的距離をとっているようで，関わりをあま

り持とうとしていない，あるいは無関心で，時には拒否

的でさえあるように思える。こうした父親のあり方は子

どもへのネグレクトが想像される。このことは母親が夫

に子どもともっと遊んで欲しいという回答になっている。

ただ，こうした夫を持つ母親が夫は夫としてやれる範囲

のことをしてくれていれば良いと思えれば，格段の悪化

することなくすんでいくのかもしれない。夫婦間のギャ

ップが深まったときや妻の反応がネガティブスコアにな

ったときが間題となるだろう。
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　・99番（夫一2，妻＋6）

　②「子育ては」忍耐である。⑤「しつけ」必要だが難

しい。⑥「子どもと私は」仲が良い。⑪「私にとって子

どもは」夢である。⑫「子どもが生まれてから」生活が

変わった。⑭「子どもといると私は」がまんする事が多

い。⑯「夫と子どもは」あまり会話がないが仲良し。⑱

「子どもにとって私は」不可欠だと思う。⑳「子どもは

私を」信頼している。⑳「もしも子どもが」いじめられ

たら，外国でやり直す。⑳「子どもが言うことをきかな

いと」いいまかせる。でもあまり成功しない。⑳「子ど

もの気持ち」を重視していきたい。

　この母親は，子どもとの関係においてストレスを抱え

ているが，子どものことを考えてもおり，大事にも思っ

ている。夫の子どもとの関係も悪くみていない。

　これに対して父親は，多少ポジティブな子どもとの関

係もうかがわれるが，若干，母親への育児の押しつけが

認められるようであり，それが無関心からくるのか，モ

ラルハラスメントからくるのか，検討に値する。妻側の

SCT合計点が＋6と低い値ではないことから，それほど，

家族関係等に破綻がないと考えるのが適当であり，夫の

思いは夫の中でとどまっているとみるべきかもしれない。

（2）全体

　・79番（夫一6，妻＋15）

　①r子どもの頃の私は」大勢の大人達に守られて幸せ

でした。良い、慰い出は沢山あります。②「子育ては」本

当に大変です。世の母親達は本当によくやっていると感

心してしまいます。ただ子育てで自分も成長しています。

③「将来，私は」子育てと仕事を両立させて充実した生

活を続けていきたい。又，子供が大きくなったら自分の

時間を楽しみたい。④「夫と私は」結婚して4年だが，

未だに理解しあえない部分，受け入れられない部分はあ

ると思う。⑤「しつけ」と自分の感情をぶつけることは

別だと思うし，このことに注意している。「育てたように

子は育つ」と思うのでしつけには気をっけたい。⑥「子

どもと私は」強い絆で結ばれていると思っている。⑦r友

人」は大切にしたい。数は少なくても深くつきあえる友

人がいる。⑧「母と私は」仲が良い。私の良き理解者。

⑨r私が感情的になるのは」子育てで行き詰まった時が

多い。又，疲れている時，イライラしている時，感情的

になり易い。⑩「私はひとりでいると」リフレッシュで

きることが多い。⑪「私にとって子どもは」宝物であり，

生きがいである。しかし，所有物ではないので，1人の

人格として認めていきたい。⑫「子どもが生まれてから」

自分がかなりイライラし易い人間であることに気づいた。

⑬「仕事」は子育てと平行してつづけていきたい。私の

ライフワークとしたい。⑭「子どもといると私は」なん

だかゆったりとできない。夜になると早く寝てくれない

かな一と思う。⑮「夫と子どもは」私の心の支えである。

⑯「私は女として」段々と魅力を失ってきていると感じ

る。⑰「私の居場所は」家庭にある。職場にもある。⑱

r子どもにとって私は」かけがえのない存在だと思う。

⑲「思いどおりにいかないと」イライラする。⑳「家に

いると」落ちつく。そうじ，家事をこなさなくてはと思

う。⑳「夫が病気になると」早く治らないかなと思う。

イライラしてしまうこともある。⑳「子どもは私を」た

よっている。⑳「もしも子どもが」病気になったり死ん

でしまった時のことを考えると心がつらい。⑳「父と私

は」ある程度理解し，信頼しあっていると思っている。⑳

「困り果てたとき私は」神に祈る。人に相談する。泣く。

⑳「子どもが言うことをきかないと」しかる。べしっと

たたくこともあったが今はやらないように努力している。

分かるように説明している。⑳「死ぬときは」冷静でい

たい。⑳「暴力」は戦争のはじまりだと思う。⑳「子ど

もの気持ち」は受け入れるように努力したい。できない

ことも思い。⑳r性生活」にはまあ満足している。マン

ネリ化している。⑪r私にとって家族は」心の支え。⑫r夫

とふたりでいると」まったりしている。あまり会話のな

いこともある。落ちつく。

　この事例の母親は，自己を含む親子関係，家族関係と

もに良好であるが，夫婦関係においてややまだ，落ち着

かないところがあるようで，そのことは夫側が下記に示

すように家族を持つことへのとまどいを隠さないことに

あるようである。ただし，母親自身は子どもとの関係を

含め健全である。

　他方，父親の認識は一言で言えば，アンビバレントな

感情に彩られていると言うことであろう。端的に子ども

のとの関係に良く表れている。また，基本的にはストレ

スに弱く，対処が不十分であり，自己の親子・家族関係

も良いとは言えない。このことのためか，家族を持った

自分にとまどいを感じさせる。この事例にとっては家族，

子どもはいまだ受容できない存在であるということがで

きる。ということにより，妻側が健全であるだけにどこ

かで妻側が夫を了解できなくなってくることがあればそ

れが破綻の兆しになる可能性がある。反対に，こうした

健全な妻との関係により夫の他者関係や期待される役割

を担うことができるなどの改善がなされて良い方向に向

かう可能性もあるだろう。

・16番（夫一6，妻一1）

　①「子どもの頃の私は」おてんば娘で活発でした。②

r子育ては」とても大変ですが，どんどん成長していく

のでとても楽しみです。③「将来，私は」仕事をもって

独立したいです。④「夫と私は」あまり仲良くありませ

ん。記念βや誕生日もほとんど無いも同然です。姑が

いるのでいちゃいちゃできないのも理由の一つです。⑤

「しつけ」はしっかりと，しかる時はしかって，ほめる

時はほめる。自分の感情に左右されないで，いい，悪い

を教える事だと思っております。⑥r子どもと私は」仲

良しです。宝物です。何より大事です。⑦「友人」結婚
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してから減りました。家事に育児にばかり毎日時間をと

られ，自分のための時間が少しもとれないのでさそいを

ことわってばかりいたせいです。⑧「母と私は」あまり

いい関係とはいえません。母の金銭トラブルにばかりふ

りまわされて　自分の貯金がほとんど母のためにきえて

ゆきました。（姑）⑨「私が感情的になるのは」姑にたい

してです。大嫌いです。私のお金，全部かえしてほしい

です。⑩r私はひとりでいると」とてもリラックスでき

ます。この4年一人でいる事が一時間もなかったからで

す。保育園に入れて自分の時間がもてて幸せです。⑪「私

にとって子どもは」宝物です。⑫r子どもが生まれてか

ら」私自身大人になったと思います。ゼ20才で大人』で

はなく，人の親になって初めて大人になった様な気がし

ます。⑬r仕事」をもちたいです。自分にあった働き場

所を探してます。お金もいくらか自由になるし，生きて

いる充実感にみたされたいです。⑭「子どもといると私

は」とてもおちつきます。目に入らない所へ置いて出か

けるととても心配でそわそわします。⑮「夫と子どもは」

あまり遊びません。ただけむたがってばかりです。⑯「私

は女として」しっかくです。身だしなみも最低限はやっ

ているつもりですが，オシャレというものには子供を生

んでからほとんどしてません。⑰「私の居場所は」車の

中です。姑がいるので家の中はおちっきません。だから

いつも子供と車で遠くへお散歩してました。⑱「子ども

にとって私は」必要なそんざいだと思います。⑲「思い

どおりにいかないと」頭にきますが，カッーときたとき

にどれだけ自分自身をおさえる事ができるかでがまん強

さがわかると思います。⑳f家にいると」おちっきませ

ん。誰もいない時は好きなそうじとかしてピカピカにし

たあとひと息っくのが楽しいです。⑳r夫が病気になる

と」こまります。　収入が夫一人でまかなっているから

です。⑳「子どもは私を」必要としている⑳「もしも子

どもが」他の子にきがいをくわえないか心配。⑳「父と

私は」親子です。⑳「困り果てたとき私は」死にたくな

ります。どうやって死のうかいつも考えています。⑳ド子

どもが言うことをきかないと」おこります。でも初めは

注意ですませます。⑳「死ぬときは」死ぬでしょう。抵

抗しません。早く死にたいです。人生失敗でした。親

をよくみて結婚するべきでした。⑳ギ暴力」はこの家の

姑，夫はふだんふっうにおこなわれていた様です。夫は

母にぎゃくたいされて育ったと言っています。⑳「子ど

もの気持ち」　τej。⑳f性生活」はマンネリ化してい

ます　⑳r私にとって家族は」子供二人です。⑫r夫と

ふたりでいると」いっも文句いわれるかビクビクしてま

す。ほめられた事がありません。ただ私はやっあたりさ

れるだけの存在です。

　この母親は姑との関係が夫との関係も悪化させる要因

ととらえている。家族関係や夫婦関係を軸にネガティブ

な評価が多いわりにSCT項月の得点「Oj（中立的回答）

が多いこと，子どもとの関係がそれほど悪くないことで

救われている。ただし，母親自身は救いが乏しく，姑，

夫婦関係の問題で家族全体が危機的な状況になる可能性

が高い。

　父親側は回答拒否が多く，とりわけ家族に関わる項目

に臼立っ傾向がある。これも，妻や自分の母親との折り

合いの悪さに起因していることが推測できる。子どもは

大切としながらもその子どもへの対応がうまくいってお

らず，そのことで父子関係につまずいていることを示し

ている。自分の親子関係もよくなくそのことが自分の子

どもとの関わり方に悩む結果を招いているようである。

父親の育児不安を示しているともいえる。家族全体を見

渡すと子育てをしていく，子どもが健全に育っ上ではハ

イリスクな家庭であるといえる。

5．本報告のまとめ

（1）得点のレンジ（範囲）・ネガティブ項目数の検討に

ついて

　1）領域1「育児を含む親子関係」，領域H「家族・夫

婦関係」，領域皿「父（母）親自身・男（女）性性」，全

体のいずれにおいても，父親よりも母親の方がネガティ

ブな反応を示す傾向が強いことが認められた。すなわち，

母親側が，育児，子どもとの関係，夫婦関係，家族関係，

自分自身のことや女性性において問題を抱えやすいこと

が推察される。

　これに対して，父親はある意味，母親に比べて感度が

鈍く，育児不安などの問題をあまり抱えていないともい

える。

　2）本研究で作成し，使用したSCT32項目について，

ネガティブ項目が，10項目以上ある場合には，育児不安

などのなんらかの心理臨床的な問題に対するリスクは高

くなると考えられる。ただし，臨床的には，1項目であ

れ，回答の異様さ故に心理臨床の対象となりうることも

あるため，ネガティブ項目数のみならず，SCT32項臼全

ての回答内容の吟味が重要である。

（2）SCτ各領域ごとの反応カテゴリ（頻度）にみるポ

ジティブ群の反応の特徴

　全体として

　1）子どもは大切であり，生きがいでもあり，自分の

人生観を変えるような体験であること

　2）子どもを育てることに持論を持ち，愛情を持って

きちんとした対応が必要であること

　3）子どもからみた父親像は頼りがいのある，尊敬さ

れるようなもので，保護してくれる存在でもあり，また，

大好きで遊び相手になるようなものであること

　4）子どもは一人の人間として尊重されるべきである

こと

　5）家族・夫婦関係はともによく，自分の生きがいで

あること

　6）居場所は家庭のみならず，職場にもあり，妻とい

ることは安らぎであること
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　7）夫婦は性生活を含めてコミュニケーションが大事

であること

　8）男性性は家族を守ることであること

　9）ストレスヘの耐性があり，その耐性が家族関係に

おいて重要であること。

　10）自分の親子関係は良い関係であり，とりわけ同性

である父親は自己のモデルとなりうること

　11）仕事は生きがいであり，その充実感は家庭生活に

もプラスとなることなどであった。

（3）F・SCτと期・SCT反応の質的分析のまとめ

　1）父親，母親共に，自己の親子関係のあり方や自分

の子どもの頃のありようが，その後の親子関係，夫婦関

係に関連があるのではないかということが示された。

　2）ストレスヘの対処法が少ない，あるいはストレス

耐性の低い親たちほど，親子関係，夫婦関係共に良くな

いこと。

　3）一人でいるときに自分のために役立っよう積極的

に動くほど，ストレス対処ができている印象があること。

　4）男性性は，家族を守るために発揮され，女性性は

子どもを産み，育てることのできる誇りあるものとして

とらえられていること。

　5）ネガティブな父親はもともと他者との関係を持ち

にくい傾向があること，一方，ネガティブな母親は夫や

子どもなどとの関係の不調がこうした回答を寄せる元に

なっていること。

　6）ポジティブな事例の父親は子どもへの暖かいまな

ざしを与えているが，これ・らは子どもに対してだけでな

く，妻や，自分の親に対しても同様である。このことか

ら，父親役割は全体的にさまざまな対象を包み込み，保

護する機能を男性性を基軸に有していることが推測され

る。母親は，母子関係を基軸にしていて，この母子関係

そのものを保護するものとして，夫婦関係や自己の親子

関係，そして女性性の発達があるのではないかと思われ

ること。っまり，おおむね父親は家族全体を保護する機

能を有し，母親は子どもを養育・保護する機能を有して

いる。

　さらにいえば，父親く夫＞機能は自己の親子関係く現

在だけではなく自分が育てられてきたという意味での＞

と男性性を基軸に家族全体を保護し，保障することにあ

る。母親機能はこうした父親く夫＞機能に支えられて子

どもを守り育てる働きとして現れると考えられる。これ

の図式化を試みたものが図9である。

　本節の分析は前節の分析とも相通じるものがあり，事

例的であれ，一般的な分析であれ，共通した特徴をみる

ことができ，重要な知見がえられたものと考える。

W．総括的考察・結語

ここでは，今回報告を含むこれまでのチーム研究6年

間の主たる研究知見も含めて総括的な考察を行うが，そ

の前段階として，過去に行った「父親研究」の知見との

関連をまず総括したい。というのは，今回の一連の研究

との間に有意義な関連が得られたからである。

1．我々の父親先行研究知見と本父親・男性研究と

　　の比較検討

　平成元年度より平成6年度までに「厚生省心身障害研

究報告書　育児における父親の役割に関する研究」（平山

宗宏主任研究者）、「育児における父親の役割と保健指導

に関する研究」（日暮　眞主任研究者）を行った。その結

果の一部を引用し，本父親・男性研究の知見を補完した

い。

　父親固有の役割として，父親は仕事を通して家庭に貢

献することを第1位に選択し（73，6％），子どもの社会化

（70．5％），妻の相談相手・精神的支持（68．1％），そし

て家庭を見守ること（53，4％）が上位を占めた（項目41）。

母親もこの4つの役割を選択し，同一見解を示したが，

ただし，妻は相談相手・精神的支持を第1位に選択し

（80．5％），この点での相違を見せた。妻の側は単に父親

の役割というよりも夫としての役割を期待しているとい

うことがわかる。父親役割と夫役割を明瞭に区分するこ

とはむずかしいであろうが，夫が妻に対して精神的な支

えとなることは妻にとって，その母親機能を安定して発

揮できる基本条件となるということだと思われる。こう

した妻側の期待に夫が充分に応えられない場合に家庭内

にさまざまな問題をひきおこす一要因になるものと考え

られる。

　このように，父親の役割観は，順位をっければ仕事で

あるが，妻の相談相手・精神的支持，そして家庭を見守

ることが3位，4位を占めたことは特記すべきことであ

る。本研究でもこのことが示された。ここに、父親の役

割の一つがあるといえよう。

　また，われわれは平成6年度に「厚生省心身障害研究

報告書　育児における父親の役割と保健指導に関する研

究（2）」（日暮　眞主任研究者）を行い，つぎのように研

究を要約した。

　①子どもとの関わりの積極性：子どもとの関わりに積

極的な父親は子どもとの関係だけでなく，自分の育った

環境にも肯定的で，乳児期の育てやすさとも関連が見ら

れたことは注目される。

　②父親自身の日頃の様子：心身状態の悪さは子どもへ

の心配や子どもの性質等にさまざまな形で悪い影響を与

えていることが推測された。

　③子どもの日頃の様子：父親の状態により影響を受け

ていると思われ，この逆もまた考えられた。

　④育った家庭の雰囲気：育った家庭の雰囲気がポジテ

ィブであるとき，父親役割は家庭的な役割観が選択され

る傾向がみられた。

　⑤父親固有の役割：家庭重視型の役割観の父親は子ど
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もや妻，家庭にいずれも積極的な役割を果たしているが，

伝統的な役割観や，役割観に無関心と思われる父親は子

どもや妻，家庭との関連があまり認められなかった。

　というものである。

　10年以上前の研究であるが，今回のSCT法の内容分析

においてもほぼ，同様の結果が得られたことは注臼に値

する。臼

2．父親・男性研究第1報から第VI報における研究

　　知見

（1）父親の役割一SCTの回答から一

　1）テキストマイニングによる分析から

　①子どもにとって父親は，「強く，楽しい，しかし厳

しいところもあり，全体的には信頼される」男性として

存在する。父親の役割はこのような男性としての在り方

から成立すると考えられ，換言すれば，父親の役割は男

性性と強く結びついているといってよい。

　②子どもにとってr仲間，よき相談相手，理解者であ

り，頼りになり支える」ところに父親の役割がある。

　③子どもにとって「大きくかけがえのない存在であり，

モデルともなり，そして関わり守る」という父親の役割

を有している。

2）F・SCτとM・SCTの質的反応分析（臨床的読み取り）か

ら

　父親の役割を見いだすために，F・SCTとM・SCTの反応

のポジティブ例について，その回答の特徴を読み取った。

さらに回答を反応カテゴリーにより主な反応に分類した。

　これらの結果から，一父親の役割とは次のようであると

考えられる。

　①子どもと楽しく，和やかに，安心してなどの情緒・

感情レベルでの交流をもち，そして仲よく，一緒にと相

互関係を有する。このこと自体に父親の役割があると考

える。また，子どもとの関わりによって，父親自身が心

豊かに，暖かい気持ちに，安らぎ等のポジティブな情緒・

感情体験をもっている。従って，このような父親の体験

が上述の父親の役割を生み出すものと考える。

　②子どもを，そして家族をr守ること」を中心に，r幸

せに∬相談相手戸頼りがいのある」等子ども，家族そ

して自分自身に対するしっかりとした考え方とそれに基

づく行動

を有し，ここに父親の役割がある。そして，その背景に

は，父親として子どもは大事，大切，宝，生き甲斐であ

り，子どもが生まれたことにより父親自身の生き方，考

え方，人生そのもの等がプラスの方向に変化がみられた

ことである。

　さらに，自己・男性像はポジティブに認知され，しっ

かりとした考え方を有している。ここには男として子ど

も，家族を守り，支え，幸せに，責任をもつこと等であ

り，上述した2つの父親の役割はこの肯定的な自己・男

性像からも生じることが示唆され，このことはこれまで

の研究知見にみる通りである。また，居場所が家にある

ことも関与していると思われる。

　ところで，①にみるように，子どもと情緒・感情レベ

ルでの交流をもつということが優位な父親と（父く子ど

も＞情緒的交流優位型），②の子ども，家族そして自分自

身に対するしっかりとした考え方とそれに基づく行動を

とることが優位な父親という2つのタイプがあることが

推察される（保護機能優位型）。

　さらに，母親の反応との比較から，ポジティブな事例

の父親は子どもへの暖かいまなざしを与えているが，こ

れらは子どもに対してだけでなく，妻や，自分の親に対

しても同様である。このことから，父親役割は，全体的

に家族を包み込み保護する機能を，男性性を基軸に有し

ていることが推測される。このような父親の役割のもと

に母親は，子どもの「心の安全基地（」．Bowlby）」として

の母子関係の基本的機能を果たすものと考えられる。

　つまり，父親く夫＞機能，即ち父親の役割の一つには，

父親自身の親子関係く現在の関係だけではなく自分が育

てられてきたという意味での＞と男性性を基軸に家族全

体を保護し，保障することにある。母親機能はこうした

父親く夫〉機能に支えられて子どもを守り育てる働きと

して現れると考えられる。

（2）父親の役割一その成立要因一

　1）パス解析及びパーテイション分析から

　①父親の役割は，r父性」が中核を占め，そこに噛

分の親との関係」，r男性性を含む自己像」，r夫婦関係」

が影響を与え成立する。この中核を占める父性の形成に

は，夫婦関係は無論のことであるが，はじまりは自分の

親との関係であり，父親の役割の起源はここにあるもの

と考えられる。従って，今，現在の親子関係のありよう

が，その子が父親になったときその役割を生み，果たす

ための重要な要因となっている。

このことは，パーテイション分析においても示され，即

ち自分の親とよい関係をもっものは，子どもとの関係も

良好である。

　②パス解析による標準化間接効果をみると，男性性を

含む自己像→父性→育児の係数が母親のそれよりも高く，

父親が育児にその役割を果たすために男性性が重要な成

立要因であると考えられる。このことは前述の父親の役

割を裏付けるものである。

　男性としての自分を肯定的に認識している父親は，子

どもとの関係，家族，夫婦関係も肯定的であるという知

見をパーテイション分析からも得られている。

　③ギ育児を含む父子関係卦「家族・夫婦関係」・「父親

自身の男性性」の3つの領域間には，強い相関関係が認

められる。即ち，いずれかの領域が肯定的なものは，他

の領域においても肯定的である。従って，ここにも父親

の役割を成立させる要因が示されている。
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　2）F・SCτの反応分析から

　これまでの研究知見に示されたように，父親の役割を

生み出す背景として噛分の親との関係」と「夫婦関係」

が見いだされている。その反応を示すと次のようである。

　①自分の父親との関係：「互いに認め合い，信頼し合

う」「よき相談相手戸心で通じ合って」「何でもはなせる」

などくよい関係＞にある。

　②自分の母親との関係ゴ仲良く」「心休まる戸優し

く伝えあえる」などのく情緒的関係＞及び，「よき理解者」

「何でも話せる」r尊重し合える」「信頼し合える」など，

いわばくよい関係＞と2っのタイプが示された。

　③夫婦関係：「幸せ」「愛し合って」「仲良く」「楽しい」

などと，r心がいやされる」r安らぐj　r安心戸落ち着く」

などの〈愛情・情緒的関係＞と「信頼」「パートナー」「助

け合って達rよき理解者」などのくよい関係＞の2つの関

係が認められた。

　④さらに，「父親自身の男性性」に含まれるく自分の

子どもの頃のありよう＞がその後の親子関係，夫婦関係

に関連することが見いだされた。ポジティブな父親は，

「かわいがられた」「とても自由に遊んだ」「毎日が楽し

かった」というようなポジティブな受けとめ方がなされ

ている。

（3）父親機能に関する関連図

　図10のモデル図は第1節で引用した研究（平成6年度）

の中で取り上げたものである。ここには，父親の役割観

を中心においてこの役割観に影響を与える要因，この役

割観に基づいて引き起こされる養育・育児行動等を示し

ている。まず，父親の役割観に影響を与える要因として

は主に，

　①心身状態のトライアングル

　②父親の育った家庭環境

　③職場を含む近隣環境

があげられる。以下，それぞれにっいて考察を加えたい。

　①心身状態のトライアングル

　これはもっとも基本的な図式で実際にはほかにきょう

だいがいたり，3世代同居であったりする。ここでは単

純化するために両親と子ども一人の図式を考える。この

トライアングルは父（夫）一母（妻）一子どもの3者関

係を示していて，お互いの心身状態の良否が相互に影響

を与えあっている状態であり，このトライアングル自体

がひとつの要因となっていることをあらわしている。こ

のトライアングルから生じるものが父親の役割観に影響

を及ぽすとともにさまざまな養育行動（子どもとの関わ

り）に影響を与えていると考えられる。また，このトラ

イアングルは心身状態だけでなく，夫婦関係ではお互い

の評価や期待・要望が含まれている。昨年度（注：平成

5年度）の報告で述べたように妻は夫に父親としての役

割行動だけでなく，妻（母）を支える夫機能をもまた強

く望んでいる。このような妻の期待と夫側の意識や気持

ちとのずれの関数として母親機能の成否があり，母子関

係にも影響を及ぼすことになると考えられる。

　②父親の育った家庭環境

　父親が育った家庭や，その両親夫婦，父親をモデルと

したいか，また，育った家庭のイメージ，さらには父親

自身の属性（年齢，学歴など）が父親役割観に影響をあ

たえる要因であり，これらがもっとも基本的な役割観形

成のもとになるものであると予想される。発達的には幼

児期・児童期は理想化された父親像が形成され，思春期・

青年期を通して理想化された父親像の否定や拒否，そし

て父親像の再評価といったプロセスを経て父親準備性が

形成されると考えられる。さらに，結婚，妻の妊娠，出

産を経て父親となったという現実感が自分なりの父親像

の形成，父親役割観の具体的イメージをつくりだすもの

と考えられる。このようにして形成された父親役割観に

基づいて実際の養育・育児が行われると考えられる。こ

の一連の発達的段階のいずれかの時期のっまずきは，と

きには父親準備性の形成不全をひきおこしたり，あるい

は決定的な父親像の歪みをもたらしたり，父親役割観の

獲得に失敗したりするものであり，重要なプ糠セスとい

える。

　③近隣の環境要因（職場を含む〉

　今回の分析では近隣の環境をとりあげていないが，今

日の少子化時代，女性の職場進出の著しい時代にあって

は，子育てを保証し，援助するシステムに影響を与える

要因として重要である。このことは，平成15年7月に成

立した次世代育成支援対策推進法をみれば一目瞭然のこ

とである。したがって，とりわけ職場環境がより細やか

なところで育児を支援するためのシステムーたとえば一

部すでに検討・実施されているが，職場内保育，乳幼児

健診への参加や病児の通院・介護等のための育児・養育

休暇，育児相談など一が制度化されるのが望ましいこと

はいうまでもない。さらに，身近な相談相手としての小

児科医，産科医，小児歯科医，保健師，助産師，心理カ

ウンセラー，ソーシャル・ワーカー等の専門家による養

育・育児相談機関（多機能型子育て支援センター等）の

新設・充実もまた，今後の課題となるだろう。

　図9は今回の研究の結果，考えられるモデル図であり，

これについて概説する。図10においては上に述べたよう

に父（夫）一母（妻）一子どもの3者関係を示していて，

お互いの心身状態の良否が相互に影響を与えあっている

状態であり，このトライアングル自体がひとつの要因と

なっていることをあらわしていた。今回の研究から示さ

れたのはこうしたトライアングルが考えられると共に，

父親の機能という点からみれば，母子関係，子どもを保

護することに，そして夫という機能からみれば妻を保護

するということであり，その背景に男性性があること，

さらに，おおもとには自己の親子関係があること，以上

から図9のモデルもまた有効ではないかと考えられる。
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今回のSCTの分析においても，図式化は同様ではないか

もしれないが図9のように考えることができ，相互に補

完，あるいは裏付けて発展させたという点において評価

できる研究成果であり，このことから本チーム研究6年

間の一連の研究の意義があると考える。

（4〉父子関係における男性性の意義

　これまでの知見から次のようなことが考えられる。

　1）男性性は男子として生を受けて以来，男子として

育てられる中で獲得される。そのモデルは父親である。

　2）それに対して夫役割，父親役割はそれぞれ結婚し

て夫婦となること，そして，子どもを得てはじめてそれ

ぞれの役割が発揮されるようになる。

　3）こうしたことから男性性は男としての生物学的な

ものを基盤としており，他方，父親としての役割は心理・

社会的なものから生じるといえる。

　4）言いかえると，男性は男性性を基盤にして，家庭

生活を送り，また，乳幼児期から思春期，青年期を通し

て，多くは同性友人の中で過ごすことで男性性を充実さ

せることができ，この男性性は，その後の，夫役割，父

親役割を担うために必要な基盤になるものと思われる。

　5）男性性の基本的なものは他者を守る保護機能であ

り，その延長線上に妻を守る，子どもを守るという保護

機能を発展させていると考えられる。

　6）夫役割，父親役割において機能不全を起こすとい

うことは，男性性の獲得の過程における何らかの障害が

想定される。これは，子どもの頃の自己像のあり方や，

自己の親との関係の悪さ，将来展望の悪さ，ストレス耐

性が低く，友人等への依存ができず，ストレスマネージ

メントに問題を抱えるといった，SCTでネガティブな評

価を示す対象者たちの特徴から裏付けられるものである。

　7）父親の育児不安を考える際には，以上の諸点を考

慮に入れておく必要がある。

　8）母親は妊娠，出産することで女性性を再確認し，

女性としての誇り，自尊感情（男性にはなしがたい事業

の達成感）が喚起されること，そのことが，母性を引き

出し，子どもを保護，養育する心性を導き出すものであ

る。

　9）母親が機能不全を起こすのは，子どもの頃のネガ

ティブな感情，親子関係の不全感，結婚そのものの失敗

感，妊娠，出産による女性としての達成感が得られず，

誇りを持てないこと，その上での，子どもとの関係形成

のまずさが認められる。加えて，夫から自分や子どもが

保護されているという実感を得ることができず，ここに

育児不安の発生の可能性が生じると考えられる。

（5）父親機能の発達モデル

　図11に父親機能の発達のモデルを図式化して示した。

真ん中の横に延びる右方向への矢印（咄生から」）は年

齢の進行を示す。この矢印に右下方向矢印，左上方向矢

印はともに，父親機能の発達に影響を与える要因や発達

期を示す。この右下方向矢印，左上方向矢印に対して右

方向矢印が向かっているが，この要因に影響を与える内

容・発達期である。これらの時期を通して，健全な発達

をとげれば，父親準備性が獲得され父親機能は発揮され

る。しかし，この要因，とりわけ，乳幼児期の親子関係

において蹟きが生じた際に，結婚し，子どもを得たとき

に父親機能が発揮されにくくなる可能性も考えられる。

こうしたモデルから父親機能の発達を理解していくこと

で，父親の育児不安を明らかにしていくことの可能性が

考えられる。

（6）子どもの機能

　今回のSCTの内容分析で，子どもからの親への働きに

っいポジティブな親たちからの回答が寄せられているこ

とがわかった。それは，子どもが元気づけてくれる，夫

婦の間に入ってくれる（仲介），子どもが生まれたことに

より自身の生き方，考え方，人生そのもの等がプラスの

方向に変化がみられたことである。子どもは一方的に保

護され，養育されるだけでなく，家庭内において重要な

役割を担うメンバーの一員であり，これを親が認識でき

るかどうかである。これによって，しつけ面，養育等の

さまざまな子どもとの関係への対応の仕方が異なってく

ると推測される。

3．父親の育児不安を想定させる研究知見一父親の

　育児不安研究にむけて一

（1〉選択式質問項目とF・SCT項目とのクロス集計から

　「夫・父親として苦悩することが多い」と「ひとりで

いることが苦痛で耐えられない」　　「思い通りに行かな

いと情緒的に混乱した反応を示し心理的な困難を抱え

る」　ギ子どもとの関係を否定的にとらえる。」との間に

有意な関連を見いだした。

　一方，「夫・父親として苦悩することがない」と，「妻

との関係を肯定的に捉える」　「しつけも適切になされJ

r子どもとの関係を肯定的に捉える」　　「思い通りに行

かないときも適切に対応する。」との問に有意な関連が認

められた。

　従って，「夫・父親としての苦悩」は父親の育児不安を

構成するひとつの心性として捉えうると考えられる。

（2）パーテイション法によるF・SCT間の関連について

の分析から

　自己男性像を否定的に認識している父親は，家族，夫

婦関係に，そして子どもとの関係も否定的である。更に，

男性像が否定的で，暴力的であり，偏ったしつけの仕方，

そして子どもとの関係がよくないというパターンを有す

る父親がいる。母親の育児不安には「子どもへのネガテ

ィブな感情・攻撃性・衝動性」という心性があり，虐待

のハイリスク要因と考えられる。父親の育児不安にもこ
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のような心性が認められるか，検討課題としたい。

（3）F・SCTと陥SCT反応の比較検討から

　「子どもと私は」への反応は，父母共に肯定度は約70％

の比率を示している。一方，否定的な反応は父親の方が

高く（父親10．0％，母親1．6％），ここに父親の育児不安

が反映されている可能性を考えられる。また，「子どもは

私を」への反応について，父親に否定的な反応が多い（父

親23．7％，母親6，5％）。子どもとのどのような関係のあ

りようが父親を子どもが否定的に捉えているとするのか

検討課題であるが，ここにも父親の育児不安との関連が

想定される。

4．父親・男性研究第1報から第VI報における分析

　　を通して

　今年度を含めて通算6年にもおよび，様々な分析，と

りわけ数量的な分析を主に行い，そして，昨年度（手法

は数量的であるが分析自体は質的分析），今年度と質的な

分析を行ってきたが，いずれにせよ，異なる手法でもお

おむね共通する父（母）親役割観，男（女）性性，夫（妻）

像が得られたことは注目に値すると考える。もちろん，

研究対象者が同一であり，みる角度が異なっているだけ

であるから，同じ結果が出ても良いともいえるが，それ

ぞれの分析手法の長短を考慮に入れっつ，今後の父親の

育児不安研究を行っていくための手掛かりを得たことは、

大きな収穫といえる。

　なお，これまでの研究を通してわれわれが作成した

SCT＜子ども総研式・親子関係文章完成法検査（父親版・

母親版（JCFRI－P＆C－SCT　l　F・SCT，M・SCT），2007一◎＞につ

いて，その項目内容は心理臨床場面において親子関係や

夫婦関係，家族関係，これらを取り巻く諸要因等をとら

えるのに適切な方法であるといえるものであり，今後，

このSCT法が心理相談，乳幼児健診等で活用されること

を期待したい。

　以上，今後の父親の育児不安研究に向けて，ここに示

された研究知見をもとに，その心性及び，発生関連要因

について明らかにし、父親支援・援助のための臨床的有

用性の高い研究を進めたい。
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表1　父親　全体（ネガティブ得点の高点順）

fsample 合計 全体＋1 全体0 全体一1

pO151f 一1。00 11 9 12

（ioO16f 一6．00 4 18 10

pOO79f 一6．00 4 18 10

pOOO4f 一4，00 6 16 10

pOO37f 5．00 15 7 10

dOO10f 2．00 10 14 8
gOO10f 5．00 13 11 8
pOO57f 6．00 14 10 8
pO167f 1．00 8 17 7
pOO98f 4．00 11 14 7
pOO99f 4．00 11 14 7
pO131f 4．00 11 14 7
pO174f 4．00 11 14 7
hOOIOf 5．00 12 13 7
pOO33f 5．00 12 13 7
pO142f 5．00 12 13 7
mOO13f 6．00 13 12 7
pO123f 6．00 13 12 7
pOO54f 8．00 15 10 7
bOOOlf 10．00 17 8 7
pOO13f 10．00 17 8 7

表2　母親　全体（ネガティブ得点の高点順）

磁sample 合計 全体＋1 全体O 全体一1

pO174m 一17．00 5 5 22

pOO77m 一13。00 5 9 18

dOOO5m 一8．00 7 10 15

dOO14m 一7．00 7 11 14

pOO80m 一3．00 11 7 14

pO147m 一3．00 11 7 14

dOO16m 4．00 12 7 13

pO131m 一一1．00 11 9 12

pO168搬 0．00 12 8 12

dOO15m 一3．00 8 13 11

pO167m 1．00 12 9 11

hOOO7搬 一4．00 6 16 10

mOOO3m 一3．00 7 15 10

eOO25溢 一1，00 9 13 10

kOOO4m 一1．00 9 13 10

gOOllm 0．00 10 12 10

pOO82m 1．00 11 11 10

aOO59熾 2．00 12 10 10

10010m 0．00 9 14 9
eOOI3m 4．00 13 10 9
pOO68願 6．00 15 8 9
pO102m 7．00 16 7 9
PO179m 8．00 17 6 9

表3　F・SCTの主な反応
◇反応分類評定（＋、±、一のないものはニュートラル）

A 惰緒性 A＋，A±，A一，A

B1 惰緒的な関係 B1＋，B1±，B1一，B1

B2 叙述的な関係 B2＋，B2±，B2一，B2

B3 相互的な関係 B3＋，B3±，B3r　B3

C 叙述、考え方 C＋，C±，C一，C

D 困惑、当惑 D

E その他 E＋，E±，E一，E

R 回答拒否 R

F 回答失敗 F
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表4　F・SCT　ポジティブ群の主な反応
　表4－1領域1　育児を含む父子関係の領域

出現率（％）

項目 主な反応 コード
ポジテイブ 最頻値 ネガティブ

（バ2D （n瓢15） （無篇4）

a子育ては 璽太雍働溌い》， A＋ 28．6 53．3 25

盆木変、、 憾叢． ．漁ヱ 、一猟＿

璽楽』盗だが心醍． ．A± ．、蕉婁、

一④未婦協庶二芸園作業、、 ．勲3む． ．一無＿、 ．鳳L、

⑤親の成長、生活の一部、日常生活、一生のこと C
⑥自論 C＋ 38．1 20

一⑦大事，t、莫要∴薫焦＿ C± 、酪 鳳窯．

⑧難しい G± 6．7 25

⑨難しいけど重要 C±

．⑩参力購駄薫廷す C一 4β

⑪休目一緒にいるとストレス A一 25

5．しつけ ①普通・人並みに・しつけと言いたくない C 6．7

②教える・身につけさせる C＋ 38．1 20 25

魚重蕪・大切 ．晶黛 ．盆＆18 3畠薫L．． 煮黛

④レつか販厳レく 黛． 9蚤

璽厳』さと》愛情で C＋ 、．14且 5コ7＿

⑥親の責任・お手本 C＋ 14．3 6．7

．⑦難』い C± 26・宏 2翫

⑧悩むことがある・考えてしまう D

a子どもと私は ．①謝煮騰』鳳 騨、鳶、、、 照煮＿

②仲がよい（よくなりたい） B1＋ 23．8 26．7 25

、③蒸だちのよ烈 、窯趾 3＆18 ag．

璽ヨ蕊ユ三蕉一撚ヨ、賄をとり蕊．理解． ．コ無、 ．漁・3

、⑤償頼関係、 ．．．照＋ ．烹慈β＿

．◎瓢灘ぶ ．一具無，、 、．9煮

．⑦親薫・燃勲漁 、、飢． 、黒景 、2蚤＿

⑧何でも話し合える関係でありたい・スキンシップをと C＋ 14．3

りたい

．⑨勲慧騰楠う々灘』い、 ．旦L 6・ヱ

⑩伽良鴇だ何勲』庶灘べ1熱融gか勲から盆恥 ．熱± 67

，＠なかなな一績礁鞍菱時間熊盆』’ ．B3一 瓠，，

⑫ご緒礁レ・盈時賜熊蔑≦、、も、っと時間、鷺焦う乱ζ太切．、 C± 漁烹、．．

⑬仲が悪い B1一 50
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11．私にとって子ど 、①を勲いい・肇しい存在＿ A＋＿

もは ．②子ど覧エ生漬勲木半を点勲る蕉在 9． ．25

．③窯物一 qぬ 、霞β．， 、2Ω、

盈大切 C＋ 19 33．3 25

．⑤力三け寮えりな鮫存鷹・守為 黛＿ 薫凱靴 ，2e・7．、 盆蚤、、、

⑥窯き甲斐 ．黛．． ユ窪β 、．劉＿

⑦重荷に思うことがある・空気のような存在 C± 25

12し子どもが生まれ ．①烹撫』械． ．一射． 95＿，

てから ．②裏煮9会話熊燕柔蒸∴盛楡関無に＿ 撫庶． 鳳8 ．、13・載

③薫ゼもと共鑑威長、 ．B2t㌧、 ．4・8

④子ども中心の生活に一うれしい、仕方ない、生活パタ B2± 4．8 6．7

ニン9変化

．⑤棄無磁 、Ct．、 、19 ＿L照

、⑥価慎観込生観9変化 ．黛 ，、豊19、． 、．53鉱、｝

．⑦妻ζゑ蕉り9時よ晩朋ゑ蕊盆金漁 C± 蕉婁、
．

、6・7㌧、

、．⑧藍烹翻処る、、 C一

．⑨変む魚熱’、 ＿E、

⑳毎目忙爆M月旦が短孟感じ駄 ．＿9 ．皇5

．⑪幸せ、』臨大変 A±
1冊　11｝　幽マ押l　r

危L．

、⑫木変 A一 50、

、⑬葵煮の働悪≦な 蕪 B1一 ．一25

⑭自由でなくなる C一 25

14、子どもといると ①安らぐ・和む・ほっとする・暖かい・心豊か・やさし A＋ 66．7 46．7

私は

　一一
、い、鴛漁禽≦り・幸せ・楽い㌧

、②イー鷺イ2すゑ時も勲盈が楽しy、時豊南ゑ＿． A± 黛蚤 13章 50，

璽イ乏イ流二おこ甑2ぽレ㌧ A一 2蚤

＿

＠遊びよ藁し熱’ ．、．婁呂±甲 4．8

，働良分㊤テ豊も㊨頃鷺：墨腔壕玄　脚 魚㌧、 ，14・3＿．、副蹴3…

．⑥薫ど無金ぽい・薫ご瓢礁盆ゑ∴普塑礁生きて繁ゑ＿、 C±

、⑦何金』て覧楽い、忠鴇聾と壼理解』て無』ぬ 、、C一＿ 、、4・8

⑧スキンシップをはかるが、逆に嫌なようでなっいてく B3± 6．7

れ蟹’、、

⑨疲れる C一 25

1a子どもにとって ．①叢ぴ相壬㌦蕪親薫あ黙叩友達薫あゑ 窯3土＿ 魚5

私は 、②父親である二客親であ 鮭L友達庶南ゑ q 墨7 ，簗一

③木璽確．（蕉艇熱熊い・熟熱Σ諫熱い烈 ＿C＋＿ 黒8・¢、一… 呂9

、④必要なムで勲ゑ撫し」 、黛 」熱載 …β・7

⑤必要不可欠な宝物・頼りになる人・尊敬に値する人・ C＋ 23．8 13．3

かけがえのない人・ヘッドコーチ
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．◎お手杢一． 黛． ．叩s黛 ．，侃＿

⑦や鳶熱・カ1怖い父親 、儀．

⑥識嚥蕉漁盟＿ C± ，黛宏

、⑲甘い洛ポン薫一、． B趾 ，4．8

⑳優蕊く面魚ぬが怒るζこわい存奮．． B3± 、、，張β、．

⑪蓮だよ蕊わ力漁な槍＿ コ＿ ，感屡

璽や凱駈ヤ》盆親な魚な駄ま≦二餐る蕪親な魚漁〉． 恥． β・7

．⑬も？、とπ轍融、るべ蕉 露、 §：7

、⑭必勲熱魚う、一 ．蒸雛 簗

」⑮いなくて瓢驚槍在在 B2一 顯＿

．⑯謄粟かどラゆわか乾ない P、 、25　，

（回答拒否） R 6．7

22し子どもは私を ．①大好き、、 Bl＋一， 1鉱、 6・7一

薫瀬．甑磁している・必要とし庶い翫， B趾、 、囎3 6・7＿

．③灘び搬烹 B無， 鳳a， 6烹、、． ．像鉱

④パパと呼ぶ・見ている・こわいと思っている・知って C 26．7

．嚥、　　　　　　　　、＿＿＿
。⑤客親蕉鷲て顛．2てほし蕪 Cl㌧ 一．黎3・8 ．一蔭・7．

⑥どのようにみているのか・どう思っているのか・好き D 4．8 13．3

なのだろ勲・

⑦仕事が大変で家にいない事をわかってくれていると C± 4．8

墨う㌧

．⑥』客親ζ認識レているむうで嬉』庶， ．．点ね 飯＿
，⑨好きだζ墨うゑ1二・・ 薫1 鰹且．一

．⑳甘く星勲漁ゑ楽 B2± 留＿

．⑪雛し B1一 無
「⑫都合よ≦利用』て瞭る、 B2± 2量．

（回答拒否） R 6．7 25

2aもしも子どもが 愈病籔磁才だ・事敢蒼心配
、

射．、、 ．．，顕廟 、，濡aβ

②いなくなったら（ひどいショック、心に空洞、人生真 B1＋ 13．3 25

、臆、e薫c）．

、③槍盆は燕鷹（金≦、別④ム生Σ，，漁蒸豊な』・ム生）．． 餓　　　．。．熱β 、恩靴、

盈犠牲鷺埜って窯守ゑ5担談に魚う 黛．一 蔓7煎＿ 1凱靴
．⑤鯉＞に鯉熊力1励蕉魚許鯵黛 C±

一⑥海然で暮らす塗ら私熊ち覧器ら』たい、＿ 恥 4・8　．

⑦嫌込塗ム煎庶るな乾ム間朱格 煕 4・＆

璽将来蕉ヒ蕉烈・五う一ム鴛蕉蒸勲＿
．
儒 1鉱撫．

⑨死んでしまったら・病に倒れたら全て投げ出せるだろ D 13．3

うか
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⑳宵分素一9、背蒸高，く 盆9撫転1．家9そ蒸？燕わ＿ ，、聡、． 、、ユ3・3一、．

⑪いなかったら自由だなと思い、いて良かったと思い直 C± 25

』玄．＿　　　　　　　　　　　㎜「＿＿、、
甲　r－r　「一　　’四㎜’階　　ド吹　一隙旧　「一「　晒　　r四’『聾戸蝉　 ドr　r　P　　階碑

、一，（回餐拒否L R＿ 、窪β＿一 ．魚7一。、 、．蚤q一、

（回答失敗） F 4．8

2a子どもがいうこ 9イ烈君勧、鼎？乱 A一 、，鉱＿ 、，2昌剖、、

とをきかないと ②イライラして手が出る・腹立たしく叩く・なぐっても Bl一 13．3 25

一一
、、瞭黒、櫨酸む感駒礁類漏磯劇鷺樋、

⑧意味、源殴麸軌話喰う． ．9㌧． 3＆よ，，

一④怒働 、艦ゑ、、 C± 酔、．翼・魚＿

照3＿
、、59

、、

⑤いいきかす・説明する・説き伏せる・厳しくいいつけ C± 47．6 13．3

盈、．

．⑥幡然 鼠，臓う、々拠㌧ C± 、6ヱ、

⑦困ゑ
．．

隙…巨帆一ゑ即＿肌 r雛｝一』］

（回答拒否） R 6．7

29子どもの気持ち 9顯黛怒、薫衡軌援』熱1、，一 藁雛、． 、烹輪＿． 、鉱＿ 、簗一、、

②木翅蕉～感≦．聞榛蕊、、理解～ゑ熱、》ば扱1塗煮り熱），一 ，．、輿庶晒、、 ，蚤a樵、 、．阜7＿

．⑨尊真』熱庶． 黛、、，、 盤燈、＿。，7蹴
一

、⑳欝鑑．一 C±

　　　　冒

、4・景．一 漁7，、

⑤分かるようで分からない・時に想像し難い・分からな D 25

，強蚤時撚＠う．一

⑥分っているが答えられない・大切にしたいが現実は難 B2± 6．7 25

い』＿

⑦言うとおりにしていられない C± 25

15妻と子どもは 魚イ蝋鋭』、う瓢黛烈照．、　　　　　、 コ㌃㌧ ．、蚤7・乱，， ．盆9＿ 黒蚤
、一

⑫使だよ≦』庶藪』蒸熱ヤ㍊ Bl± 、2q一、．

璽雄触う．1、鍵、磁惣隻螺欄的嘩、一 、，、煕庶、 、a煮＿、
納　　Ψゴ践　

、＠撰嬢物．蝦産．煮鴛乙、 黛＿． 烹鰻．＿． 、ag＿

、⑤密鐘∴愛鷹鰯籔｝絆、、、、 ＿黛＿ 、。、窪紘．、 露9，＿

⑥輿乱職一、 、胸一黛r

．、⑦二番り理解煮＝鉦薫癬話』食慕ゑ輿潤係＿． 窯婁ね， ．2煮＿

、、⑧麹蕉塑勲手杢． 窯†、一 、一4β＿．

、⑨槍含槙婁1勝隻、 B3± 危ヱ、，、

⑩皆玄性，， 9、一 、◎㌦7

、脚

、⑪私④二部、一 9．、 、鉦＿

勲、怒漁2勲う煎妻厳賠，． B2± 、』顯、一、

⑬区勲蕪撚 ？一、 C± ⑳．＿

⑭厄介者 C一 25

233



臼本子ども家庭総合研究所紀要　第43集

表4－2　領域皿　家族・夫婦関係の領域

項目 主な反応
出現率（％）

コード
ポジテイブ 最頻値 ネガティプ
（n国21） （鳳篇15） （n藁4）

31．私にとって家族 ①あったかく大きいもの・やすらぎの場 A＋ 4．8 6．7

は ②人生である・ひとつ・私そのもの C 13．3

③夫劫・大事な祥在。宝物q1 C＋ 52．4 40

④生き甲斐・かげがえあないもあ Gト 19 26．7

⑤守るもの C＋ 4．8

⑥生きるのになくてはならないもの；支芝 C＋ 19 6．7

⑦大事なことでもあり、大変なこ芝ぞもある” C±

⑧重婁で馨い、巽同生浩者 C± 25

⑨何なんだろう D 25

（回答拒否） R 25

（回答失敗） F 6．7 25

4妻と私は ①楽しく・幸せ B1＋ 4．8 6．7

⑨子脊ての不一致 B2一
③子営も中心すぎる B2± 6．7

④補完関係・親友・人生のパートナニ・共に生きる B3＋ 38．1 13．3

⑤憂わらぬ蘭係・よい関係・助け合い・仲良く B3＋ 33．3 40 25

⑥芙婦、似ている C 4．8 20

⑦芙嬬は他天 C 6．7

…⑧巽通の価値観『箕通あ趣味もm㎜ C＋ 19

⑨よく分からない D
⑩対馨に家事・脊児をしているが婁あほぢに負担か’ C± 6．7

⑪お互いに不満ある B3一 25

⑫考え方が違う C一 25

（回答拒否） R 25

21。妻が病気になる ①心配・困る・大変・不安 A± 28．6 66．7 75
と 「遡家族至貰屠ぐ・莫い平減・バデジヌ崩髄蓄 A± 9．5 6．7

『萄誰が面倒をみるか署えるコ署芝淡買まうだじそ6る… C 6．7

燭かばう・題醤苦ザる・着1溝ド蒙箏を1子る｝ C＋ 33．3 6．7 25

萄善段1あ夫『凌さを知ξζ鷹磯1あ響往を改めて知蕎… C＋ 19 6．7

燈1蒙あ甲あ灯男ヲ磯肖だ先ま謬1になるじカジじ二芳二さ芋『ど…C±

もは成長する・困るがその時は何とかする
㎜⑦杢ぞあ機能が莫下ッヲする・i櫛劇ぞじぐ渥る C一 4．8

刷⑧’どう苛箭ぽ那いあだぢう… D 6．7

向櫛自i秀1こ荷ができるか著芝ご休董ぜる㎜ A＋ 4．8

30。性生活 ①いまいち・不満だらけ A一 25

②楽しい A＋ 25

③糟羊を思いやる・気持ちを考える B1＋ 9．5

④少ない・余りない B2± 6．7

⑤大切なコミュニケーション・愛情表現の1つ・お互い B3＋ 42．9 6．7

の理解・慈しみ合う気持ちの表れ

⑥万こよっぞ異淡ると思う・普通 C 4．8 6．7

⑦夫助；大事董要 C＋ 33．3 46．7

⑧子どもが生まれてから思うようにいかない D 6．7

⑨お互い判断した時は認める B2＋ 4．8

⑩ほどほどに B2＋ 13．3
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⑪可もなく不可もなく C± 6．7

1⑳置ぢと刺激があってもよいか A± 25

臼⑬ぞきるだげも1ろまゲに気をぢげそ那る｝ C± 25

㎜個誉推香r R 4．8

て面答英厳ヂ F 6．7

32」妻とふたりでい ①安らぐ・楽しい・落ちつく・ホッとする・安心・リラ A＋ 38．1 26．7

ると ックス・幸せ・和む
⑨吾を恵巡だザ・前は畢せだった A± 4．8 6．7

萄奈万話きない｝ B2一

＠いろも子誉もあ三とを話子；考える B3＋ 33．3 6．7

燭ぎくしゃくしている B3一

㊨ぷ菱ぢきりがなく蒼ぢた1…琶だ子営もが生まれてか C 9．5 6．7

ら）

⑦話をじ芝駆・芋営も芝いる蒔芝違った薬しみ方 B2＋ 9．5

奄照邪そ口数減るがこれからは話をしようと思う C＋ 4．8

＠常に会話ボ恋人同士 B2＋ 13．3

’
⑩ 時々けんか B3± 13．3

艸㊨食巡話粕峯・夢りたい事をさせてあげたい C＋ 13．3

⑫いびきがうるさい E 6．7

㎏
⑬ 気まずい A一 25

⑭たまにはのんびりでかけたい B3± 25

（回答拒否） R 25

（回答失敗） F 6．7 25

1’7．私の居場所は ①書斎・自室 C 4．8

　　　　　　　　　　　　　　　一四r　卵『『一“鞘髄門ΨP1「　ル噌ドの　ヤm｝9辱『碑晒轡棚臥　　　一周　　陛一㊨蒙庭・家族・家 C＋ 33．3 53．3

繭碓ぎ繭場と蒙健 C＋ 47．6 33．3

④自分のイス・たたみ一畳 C土 14．3 6．7

⑤車庫、車の中など C一

｝㊨ない C一 100

⑦どんなものか分からない D
⑧とても心地よいもの A＋ 6．7

2C㌧家にいると ①心身休まる A
晶

”⑨降ずぢぞ・ボ“y芝ずる∵落ちっぐ・姜芯鍔くぢ岩ぐに A＋ 71．4 53．3

のんびり・和む・幸せ・楽しい
『③要ぢぐご芝もあ噂、疲れる芝とぢある1落ちぢぐ蒔と…A± 9．5 6．7 25

イラつく時と

⑳の滞ぴり ぞぎ痴・ A一 6．7 25

一⑤貸ぢいぢ℃やテい　｝“㎜　㎜腔｝ 酬ツ｝
A一

萄萎芝芋芝二繕ぞ幸ぜ；ヨミュニケージョンが沢山とれ B1＋ 14．3 6．7

う乱煮り蒸ぬ・理解深むた庶．．．

⑦忙しい C 13．3

”⑨禿翼” C＋ 4．8

⑨一人の時間が作れない・仕事のことが頭からはなれな C一 13．3

い
⑩疲れ蓄 A一 25

遍ギ誉もど遊ぶ㎜… B3＋ 25
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表牛3領域皿　父親自身の領域

出現率（％）

項目 主な反応 コード
ポジテイブ 最頻値 ネガティブ

（n篇2豆） （n畦5） （n翼4）

1．子どもの頃私は 、鮭焦蝋瞭蕪＿ 魚一、 蕉靴「 ＿⑤拓「、

．②煮魚勲塾韻． A一 叩…2黛、，

③いろいろあった、かわいかった、ふとっていた、やせ C
1ていた

．＠活発漁気∴や々菟二庶流甫触龍． 、一9烹．． 、、婁競．、、 、．憾儒、 ，．窯臥．．

．⑤騰勲，麺蟹濡勲塗烈従膿、「 C± 漁9…、、、

．⑨引烹勲局案漁雛聡、氏盤甑勲、な鰹L甑 C± ．「，，窯乳，。 。盆9＿． 、盟一、

．⑦醗軽佃
一

C一 軍鳩「、藏紘、、 ．、上凱3＿．

⑧人と遊ぶのが嫌 A一 25

a将来、私は 愈．偵分の，，蝶楽爆．豊礁現窓窟賦、恥＿於＋．、 ，噸澱、． 、．、鰹β、，。

②家族でゆっくり・楽しく・～～したい・子ども・妻と B1＋ 19 20

～したい

剣破勲、乾熱庶勲ゑ瓢憾糞鷹騒蕉胤烈一9．．、 ，．熱昌一一

．＠家族蟹蚤、藩難．． 一黛、＿ 、漁、＿ 黛7、

魚鷺鹸黙に遵鱒姫爆」 ．一黛焦、一　、 蕪盆．、 鳳7＿．

⑥（自分が）ゆうゆうと・ゆっくり安定して・老後・隠 C牽 28．6 26．7

屑年漬凱．

、⑦鍵ら徽烹顯鰻漂翻」 咽鳩“D

由1“

＿魚7，
一

．一蚤黛、岬、

璽煮紅賦鰯勲蜘、以煎． ．旦＿ 、§・7，隅

勲煕蜷ゑ熊烈、 A一 ．黒翫．

（回答拒否） R 25

1α私はひとりでい ①愉快・楽しみ・幸せ・自由・ゆっくり・落ちつく・の A＋ 23．8 20 25

ると

　｝一
漁勲、、甑然窯翫．

，②孤独∴淋械】比気分煮擁烈う、＿ A二 26ヱ＿

剣載鳳、 、漁＿

④夢を描く・想像する・いろいろ考える・空想する・物 C＋ 42．9 26．7

。思いに耽る

働勲烹轄勲軌見慈徽嬢流ヒ騰烈漁一 C± ，』駄臥

⑥鎗娘勲熱魁烹樵黛翫Σ拍勲烹駿鳳 ，一且＿ ．、鳳勲＿．、一黛宏．

．⑦寡勲部㌧． E± ．．鳥：亀＿ ，，β・7．＿ ，門2蚤竹，、

璽蒸．臆独ら勲》．勲鳶懸顛．， A≠ ．，4β一一輔

，．⑨堰雛賭泌敷．、 C一 餌

⑳ゼ魚鷺掘懸盆翫、． 、耽． ，e！7＿．

⑪落ち着くときと寂しいときとある A± 50
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9私が感情的になる，①鷺鷺瞭蚤樹鞭瞳． A一 蚤⊆㌧．．

のは ②熱烹＿、 Q＿ 、．蒸4動＿ 、2q＿ 町2黛」、

③プライドを傷つけられたとき・筋が通らない・理不 C＋ 57．1 13．3

尽・納得がいかない

．＠舩り聴等指鍵樋、偵頒勲塾熊、煮、一 C± 、，一4旦、，脚 、一！照…，

．鯉噸懸1館煕煮一． C± 、4焦、 螺登・7、

、⑥部，あ翫、 C一 魚ヱ、

⑦自分がこだわりをもちすぎて・自分が不甲斐ないか D 9．5

．勲 意賎妹現禦黛ζ乱、

⑱具餅勘烈軌徽煮、、 E± ．無靴岬． 、、雲鐙一、

⑲瞼り好き鶴と総烈照賑．． 、勲． 一◎ヱ、，、四

⑩遺伝 E 25

1a私は男として 9普通．、 ．Ω＿． ．礁蓬一

｛一
、鞍範緊 ＝慧勧繋転靴木切乱噸煕盆駄 漁漸、．、 ，漁¢乳7、＿｝ 、，照2㌧．

無妓嫉杢遵敬煮樋糊し ．，qね、

、＠糞廷感∴類鑑、 、q㌧琳． 、．鐙凱一． 、盗9一＿ ．2黛，

．⑤難感1鯉1消髄．，一 C±

⑥足りない点が多い・どうなんだろう・もうひとつしっ D 6．7

、．煎“敏烹勲が拠添，

⑦男壼甦敏1、勲的娚熱．一 烈＿ ＿燈薫㌧

璽家勲斎、ζ樋懲謝熱鰍一、 C± …2鳳、、

、璽朱礁、 C一 ，2臥、

（回答拒否） R 25

25困り果てたとき ①開き直る・忘れる・目前のことのみにしておき、ピン A± 14．3 13．3

私は

　』一
鷲鋤ゑ烹気慧搬魚熱臨点、鍛腿鷹一」

．②葵重噸蘇玄ゑ、．　　　　　　　　　　　　　， 婁3土＿ 、賂黛
、、

照β＿

豊熱L勲刎噸談二掻＿ ＿輿：㌧、 、．鳳凱．，

、④量鉱、、』醐朔談窯翫． 窯無、、一 ，，す，7＿

、璽勲二顛殴盤翻醜遡翫甑し煮趣粗敷 、黛」 ．照景＿ 、鎧＿、

．盤愈神鱗廷魚勲溢、、、 C±

＠醗蝕騰教ゑ二．蝕豊礁財翫 C± 、一樵黛．… 、鯉＿、 顔、
、、

⑧投げだす・あきらめる・黙りこむ・何もする気がなく D 20

、、蝋1 、鷺鰻隷熊匙織勲＿
ゆ鰍嘲控覧融翻．． 、＿黛a＿ 、黛7一

、⑩型烈然煮鮎然遡顯奮鰻一、 E±、、 ＿黛烹＿、

、＠貴分騰欝熱㌧ E一 、鯉
＿

．⑫楼ば職郎樋．
、

A一 、、盟＿，

（回答拒否） R 50
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2τ死ぬときは ．①燃と渥賊比藝牲ム鮨ζ墨紅ゑ射漁か． A±

璽ニム篇蕪麻憾う熊熱㌧ ，一9、一 ⑳＿ ．煮0．

璽家鍵難甑毅に礁壼黒蝕蒸然 9土＿． 、怨器 ．，礁煮

④苦しまず・痛くなく・ぽっくり・あっさり・安らかに・ C＋ 19 20

．菱愈で込蟹漁＿．

⑤幸せだったし・満足して・後悔しない人生で・やり残 C＋ 38．1 20

ゑだなレ跳烈乱

⑲繊に見覧煮蕉漁頒鷹惣乱 C± 、』L感＝3 鉱．，，．

魚煮え鳴く盆k憶煮艦熊三煮なレし　　　、＿　＿ 舶b隔恥遷葡 ．濡β，一

⑧いつでしょう・考えたことない E 13．3

．⑨一緒
、．

9＋ ．盟＿

．⑩1憾≦．考慕翫 ，』臥。 2臥

（回答拒否） R 6．7

1a思いどおりにい ①気分が落ち込むことがあるが前向きに気持ちを切り A± 9．5 6．7

かないと 』賛熟ゑ・イ流柔灘窯魚だす窯冷静に蕉う＿、

②いらいらする・落ちつかない・腹が立つ・人に当たる・ A一 9．5 33．3 75

八2奨甑躯な蛾嚢t煮く蝋 ．

．③勲うつ鰍落ち込む A一

④頑張る・努力・工夫・トライ・成し遂げる・思う通り C＋ 19 25

．に勲§何庶搬玄る、

⑤，原困、追蒸∴別9方迭熱． 黛 ．憾紘9，脚 鉦、脚

．⑥あ壼うめゑ C± 路・7＿

．⑦熱蝋岨ゑ漁麹樵撚螺う．． C± 照魚
⑧反省する・自分の責任と思って C± 14．3 6．7

⑨煮五ヒ煮熊ま駐お酒壼飲む＿、 C一 ，漁8＿

⑩考え込む・顔にでる C一 13．3

28．暴力 、①嫌いゐ菰』い隷 、．一無
．い

磁邑。 13＝3＿、一 ．呂5

②よくないと思っても、暴力ふるって後悔・未熟さから Bl一

烹ゑ塑窯』勲

③（暴力）的なテレビが多すぎる・感情を越えた時に起 C
三ゑ煮璽．

魚反蹴 黛 、烹景、、 、．漁7一 ．2蚤一

⑤してはいけない・あってはならない・排除する・完全 C＋ 81 40 25

盃憲．．

一⑥貢葉④暴ゑ覧焦1は塗い、、、 漁ね．

⑦Tpgで必裏＝時磁磁裏蕉場面滋・溢要塗時も，， C± ．4・載 ．露黛7．一

、⑤磁要である C一 ，漁7＿

（回答拒否〉 R 6．7 25
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表4－4N　父親自身の親子関係の領域

項目 主な反応 コード
出現率（％）

ポジテイブ
（血221）

最頻値
（鳳篇15）

ネガティブ
（獄翼4）

8．母と私は
　　　　　一一一

①仲良し・うまくいっている・よい関係 B1＋ 28．6 13．3

②よい関係にない・否定される B1一 0 6．7 75

③できるだけコミュニケーションをとっている・つらい

時を共に過ごしてきた戦友のような関係

B2＋ 23．8

④なかなかゆっくり話をすることができない・照れくさ

いせいかあまり話さない
B2± 6．7

⑤子離れできていない B2一

⑥関わりがなかった・思い出がない・距離がある B2一 6．7 25

⑦よき理解者 B3＋ 23．8 6．7

⑧今、大人になってから信頼関係 B3±

⑨似ている（価値観、考え方、性質） C 9．5 13．3

⑩一心同体 C 6．7

⑪親子 C 20

⑫会ってない E
⑬仲は良くも悪くもない B1± 4．8

⑭良い親子・これからカになりたい C＋ 9．5

⑮よくけんかしたが、良い母親 B1± 13．3

⑯けんかが多かった C一 6．7

24．父と私は ①仲が良い・うまくいっている・よき理解者同志・心が

通い合って

Bl＋ 38．1 6．7

②父を越えられず腹立たしい B1± 4．8

③似ているといわれ、そう思いたくない・似ている自分

が嫌
B1一

④愛情を感じない関係 B1一 6．7 25

⑤ライバル B2 6．7

⑥接触の機会がなかった・一緒の思い出がない・遊ばな

かった・～しなかった
B2一 20

⑦話し合わなかった・余り話さない B2一 4．8 6．7

⑧無関係・むずかしい関係 B2一 6．7

⑨似ている・だんだん似てくる C 9．5 33．3

⑩1亡しい

⑪父のことをよく分からない C
D

25

⑫良い友人・良き師弟関係・信頼しあっている

⑬お互い認め合っていた

B2＋

B3＋

28．6

4．8

⑭若い頃はぶつかり今は認め合う関係 B3± 4．8

⑮これからもよい関係でありたい

⑯良きパートナーでありたい

C＋

B2＋

4．8

6．7

⑰野球が好き

⑱会いたくない

⑲親子

C＋

A－

C

6．7

25

25
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表牛5領域V

　　　　　　　　　臼本子ども家庭総合研究所紀要

社会（友人・仕事）の領域

第43集

出現率（％）

項目 主な反応 コード ポジテイブ 最頻値 ネガティブ
（バ21） （n皿15） （n藁4）

τ友人 ①多いほうが楽しい・ホッとした気分になる A＋

働気を笏ぢ門1 B1±

㎜醗課灘がぢ檬族と”砺汚ξ薬uみ㎜軍 B2± 20 25

η④信ε谷芝る∵芯蓮じる
㎜

B3＋ 4．8

萄vマる 1……

C 9．5 13．3 25
桐⑥歩那ぐ門㎜ C 6．7

”⑦親友い都じ C 6．7

③財置芙ぎ∀嘗斑澱み櫛｝ C＋ 61．9 13．3

⑨家族の次に重要・大切 C＋ 19 20 25

η⑩事営“測ぐをぢ姫汀「㎜夫顎どτ芋麗あ成萄ど㎜m C＋ 13．3

1⑪芝ぞぎλジぼじ那が仕箏1に方∫げ答蒔簡が多ぐ藩是斜参㎜ C± 4．8

ない・私用によって友人を使い分ける
…⑫ボ莱あ友天が囲… D
”⑬套ぢぞい姦巡… E 6．7

…働藪天どじ謝ぎ師櫛胴一 C 25

13．仕事 ①っらい・あまり好きではない・将来に不安 A一 25

②1亡しい、普通 C 13．3 25

③生き甲斐・やりがいのあるもの C＋ 61．9 33．3

④なくてはならないもの・大切 C＋ 14．3 26．7

⑤家族・子どものため C＋ 9．5 6．7

⑥仕事より家族が大切・家庭優先・家族はより重要 C＋

あ征事も家族も天切 C＋ 9．5

㊨征事と家庭あ爾立難しい C±

⑨生活のための道具 C± 4．8 13．3

⑩（仕事を）終えて家に帰るのが楽しみ A＋ 6．7

⑪しかたなく働く C一 25

⑫楽しいが時に放り出したい A± 25
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州井他：父親・男性研究VI

灘拶
鱗翻

母性，女性性モ

デル，幼隼期の

自鷺体験

辮総

家庭

父性，男性性モ

ヂル，幼隼期の

自己体験

父綴機能＝蜜鷹保護

機能

予どもを保畿・養

商く安全惟＞

図9　父親役割

　注：父親・母親・子どもの3者を含む横長楕円は家庭全体であり，これ全体を父親が父性や男性性により保護する役割

を含めて示したものである。母親と子どもを含む斜長楕円は母子関係で母親の子どもに対する安全性を守る機能を意味す

る。それぞれの吹き出しはそこで生じていると思われる機能・役割などを示した。

父親の育った家庭環境

家庭像・父親の属性 職場・近隣環境

父

心身状態のトライアングル

父親の役割観 曳

干 鱒　　母

子どもとの関わり　　　　　　　家事・養育行動　　　　　　　相談行動

図10　平成6年度報告書から　父親機能に影響を与える要因図

　注：父・母・子の3円を含む横楕円はその3者間で生じる心身状態の影響の与え方を示したものである。また，下部の

丸角長四角はその中に含まれる父親の具体的な役割行動を示す。
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